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■１ 概要 
 ◇本ユニットは、電話端末設備に接続し、音声のやりとりを行う、電話端末インターフェースです。 
 ◇電話機等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく使用することができます。 
 ◇オプションのユニットを接続することにより、ＲＳ－２３２Ｃを使用し、ＡＴコマンド制御が可能になり、 
電話端末の操作を監視できます。 

 ◇電話端末設備の動作試験機や、簡易な構内交換機（ＰＢＸ）に応用することが可能です。 
 
■２ 特長 
 ◇日本の発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応しています。 
 ◇設定の変更により、ＤＴＭＦエンコーダー／デコーダーとして使用できます。 
  （弊社で設定の変更を行なうときは、別途設定変更手数料が必要になります。） 
 ◇内部信号処理は８Ｋｓｐｓですが、信号入出力を４倍サンプリングすることで、高音域を改善しています。 
 
■３ 添付品 
 ＪＳＴ ＸＨＰ－１０  （ＣＮ２用ハウジング）   ×１ 
 ＪＳＴ ＸＨＰ－８   （ＣＮ３用ハウジング）   ×１ 
 ＪＳＴ ＸＨＰ－７   （ＣＮ５用ハウジング）   ×１ 
 ＪＳＴ ＢＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ （ＣＮ５・ＣＮ６・ＣＮ８用コンタクト）  ×２５ 
 
■４ 仕様 
◇使用環境 
 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～５０℃（氷結および結露のないこと） 
 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 
◇電源部 
 定格電源電圧・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ１２Ｖ 
 使用可能電源電圧範囲・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１５Ｖ 
 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ ０．１３Ａ以下（無負荷）、０．３Ａ以下（最大） 
◇回線部 
 標準無負荷回線電圧・・・・・・・・・・ ４４Ｖ～５３Ｖ 
 標準回線電流・・・・・・・・・・・・・ ５４ｍＡ～６６ｍＡ 
 音声通過帯域幅（－３ｄＢ）・・・・・・ ３００～３４００Ｈｚ 
 標準リング（無負荷）・・・・・・・・・ １６Ｈｚ、７０Ｖｒｍｓ 
 標準ダイヤルトーン・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－１９ｄＢｍ 
 標準リングバックトーン・・・・・・・・ ４００Ｈｚを１６Ｈｚで８６％変調、－２４ｄＢｍ 
 標準ビジートーン・・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－２４ｄＢｍ 
 標準ナンバーディスプレイ信号・・・・・ －１５ｄＢｍ 
 ダイヤルパルスブレーク検知範囲・・・・ ３０ｍｓ～３８ｍｓまたは、５３ｍｓ～７７ｍｓ 
 ダイヤルパルスメーク検知範囲・・・・・ １４ｍｓ～１９ｍｓまたは、２８ｍｓ～４６ｍｓ 
 ダイヤルパルスポーズ検知時間・・・・・ ４５０ｍｓ以上または、６００ｍｓ以上（１０ｐｐｓ検知時） 
◇ロジックインターフェース部（ＣＮ２の№２～９） 
 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 
 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．４Ｖ～５．５Ｖ 
 入力プルアップ抵抗・・・・・・・・・・ １３ＫΩ（８ＫΩ～７０ＫΩ） 
 出力ローレベル電圧・・・・・・・・・・ ０．７Ｖ以下（２００μＡ負荷） 
 出力ハイレベル電圧・・・・・・・・・・ ２．１Ｖ以上（２００μＡ負荷） 
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◇信号インターフェース部（ＣＮ３の№４～７） 
 送話入力飽和電圧・・・・・・・・・・・ ０．７Ｖｒｍｓ 
 送話入力インピーダンス・・・・・・・・ ５０ＫΩ 
 送話入力ゲイン・・・・・・・・・・・・ ４ｄＢ 
 受話出力許容バイアス電圧・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 
 受話出力最大電圧・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 
 受話出力インピーダンス・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 
 
◇制御入力部（ＣＮ５の№２） 
 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．５Ｖ 
 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．７Ｖ～５．５Ｖ 
 入力プルアップ抵抗・・・・・・・・・ ３．３ＫΩ±５％ 
◇ドライバー出力部（ＣＮ５の№４～７） 
 許容負荷電圧・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 
 許容ＯＮ電流・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ 
 ＯＮ抵抗・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 
◇その他 
 外形寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ７０ｍｍ×Ｄ５０ｍｍ×Ｈ１８ｍｍ（突起物は含んでいません） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図４－１ 基板寸法図 
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     図４－２ ブロック図 
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     図４－３ 入出力等価回路 
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     図４－４ 信号系統 
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■５ コネクタの用途 
 本ユニットには、電話回線接続用のモジュラージャック（ＣＮ６）、電源用のφ２．１（センタープラス）ＡＣアダプタージャック（ＣＮ１）、 
制御入出力用コネクタ（ＣＮ２・ＣＮ５）や、信号入出力用コネクタ（ＣＮ３）があります。 
ＣＮ２は、設定により、３種類の用途に変更できます。 
※ファームウェア書き込み用コネクタ（ＣＮ４）は、使用しないで下さい。 

 
表５－２ ＣＮ２ 制御入出力 １０ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ 電源出力 ＣＮ１に接続しています。 
２ 制御入出力０（ローグループ） グループ別に、制御入力と制御出力を選択できます。 
３ 制御入出力１（ローグループ）            〃 
４ 制御入出力２（ローグループ）            〃 
５ 制御入出力３（ローグループ）            〃 
６ 制御入出力４（ハイグループ）            〃 
７ 制御入出力５（ハイグループ）            〃 
８ 制御入出力６（ハイグループ）            〃 
９ 制御入出力７（ハイグループ）            〃 
１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 
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表５－３ ＣＮ２ マトリックス入力 １０ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ 電源出力 ＣＮ１に接続しています。 
２ スキャン入出力０ ＲＯＷ０｛１、２、３、Ａ｝ 
３ スキャン入出力１ ＲＯＷ１｛４、５、６、Ｂ｝ 
４ スキャン入出力２ ＲＯＷ２｛７、８、９、Ｃ｝ 
５ スキャン入出力３ ＲＯＷ３｛＊、０、＃、Ｄ｝ 
６ スキャン入力４ ＣＯＬ０｛１、４、７、＊｝ 
７ スキャン入力５ ＣＯＬ１｛２、５、８、０｝ 
８ スキャン入力６ ＣＯＬ２｛３、６、９、＃｝ 
９ スキャン入力７ ＣＯＬ３｛Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ｝ 
１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 
表５－４ ＣＮ２ シリアルインターフェース入出力 １０ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ 電源出力 ＣＮ１に接続しています。 
２ ＲｘＤ（受信データ出力） ワンチップマイコン等やオプション（ＲＳ－２３２Ｃ９Ｐ）を使用し、一般的なパソコンに接続します。

３ ＣＴＳ（送信許可出力）                       〃 
４ ＤＳＲ（送信データあり出力）                       〃 
５ ＤＣＤ（キャリア検出出力）                       〃 
６ ＲＩ（被呼検出出力）                       〃 
７ ＴｘＤ（送信データ入力）                       〃 
８ ＲＴＳ（送信要求入力）                       〃 
９ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）                       〃 
１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 
 
表５－５ ＣＮ３ 信号インターフェース ８ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ 電源出力 ＣＮ１に接続しています。 
２ ＲｘＤ（受信データ出力） 使用しないで下さい。 
３ ＴｘＤ（送信データ入力） 使用しないで下さい。 
４ ＡＦＩＮ（送話入力） 電話端末に重畳する信号を入力します。 
５ ＡＧＮＤ ＧＮＤに接続してあります。 
６ ＡＦＯＵＴ（受話出力） 電話端末からの信号を出力します。 
７ ＡＧＮＤ ＧＮＤに接続してあります。 
８ 予備 使用しないで下さい。 

 
 
表５－６ ＣＮ５ 制御入力・情報出力 ７ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ ＤＣ３．３Ｖ出力 使用しないで下さい。 
２ 制御入力 ３．３ＫΩでプルアップしています。 
３ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 
４ 情報出力０ オープンドレイン出力です。 
５ 情報出力１      〃 
６ 情報出力２      〃 
７ 情報出力３      〃 
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■６ 設定について 
本ユニットには、ディップスイッチ設定とフラッシュメモリー設定があります。 
ディップスイッチ設定には、出荷時設定選択と、設定モード選択があります。 
ディップスイッチの設定モード選択をＯＮにすると、フラッシュメモリー設定が可能になり、詳細設定を行なうことができます。 
フラッシュメモリー設定は、シリアルインターフェース入出力からＡＴコマンドを使用して、設定の参照変更を行なうことができ、 
電話端末からのプッシュボタン操作で、設定の変更を行うこともできます。 
フラッシュメモリー設定には、起動時に使用する設定とは別に、コマンド操作で現在の設定を置き換えられる、指定番号領域が１０領域あり、 
指定番号領域にコピー可能な設定と、コピーできない設定があります。 

 
表６－１ Ｓ１ ディップスイッチ設定 
№ 機   能 備   考 
１  出荷時の設定に復元（ＡＴ＆Ｆまたは＃９０＊コマンド）を行った際、

２ 出荷時設定選択 ＯＮ／ＯＦＦの組み合わせで、復元する値が変わります。 
３  ※指定番号領域１０と１～７のデフォルト値に対応しています。 
４ 設定モード選択 ＯＦＦ：通常動作（デフォルト）、ＯＮ：設定モード 
 ※一度も設定の登録を行なってない場合、電源を入り切りする度に出荷時設定選択を反映します。 
 ※ＣＮ２の用途は、通常動作のときマトリックス入力になり、設定モードのときシリアルインターフェース入出力になります。 
 
表６－２ 出荷時設定選択 

設定番号 №１ №２ №３ 極性 
反転 

ナンバー 
ディスプレイ

信号 
レベル

無負荷 
回線電圧 回線電流 リング 備   考 

１０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 有 有 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ デフォルト 
１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 有 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  
２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  
３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 内線（外線「０」発信）

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 無 無 標準 ２４Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ     〃 
５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 有 有 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  
６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 有 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  
７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  
８ 選択不可 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ 内線（外線「０」発信）

９ 〃 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ 代表的なＡＴ＆Ｔ 
 ※設定番号は、設定の登録や復元を行うコマンドで指定番号領域を指定する番号です。 
 
表６－３ フラッシュメモリー設定（指定番号領域にコピー可能な設定） 

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォルト 
信号発生時間を指定 ＡＴ！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１０－１参照 
信号発生周波数を指定 ＡＴ！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１０－２参照 
信号発生周波数の音量を指定 ＡＴ！Ｌｈｈ＝ｊｊ ＃４３ｋｋｊｊ＊ 表１０－３参照 
内線信号発生機能を指定 ＡＴ！Ｎ＝ｄｄ ＃４６ｄｄ＊ 表１０－４参照 
制御時間を指定 ＡＴ！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 表１０－５参照 
信号発生方法を指定 ＡＴ！Ｑｈｈ＝ｓ ＃４８ｋｋｓ＊ 表１０－６参照 
回線電流を制御 ＡＴ！ＶＣｓ ＃５８ｓ＊ 表１０－７参照 
ダイヤルスキップ機能を制御 ＡＴ！ＶＤｓ ＃５３ｓ＊    〃 
回線エコーキャンセル機能を制御 ＡＴ！ＶＥｓ ＃５０ｓ＊    〃 
ナンバーディスプレイ機能を制御 ＡＴ！ＶＮｓ ＃５１ｓ＊    〃 
ダイヤルパルス検知時間を制御 ＡＴ！ＶＰｓ ＃５４ｓ＊    〃 
回線極性反転機能を制御 ＡＴ！ＶＲｓ ＃５６ｓ＊ 表１０－７参照 
第２ダイヤルトーンを制御 ＡＴ！ＶＳｓ ＃５７ｓ＊    〃 
無負荷回線電圧を制御 ＡＴ！ＶＶｓ ＃５９ｓ＊    〃 
送話入力ゲインを指定 ＡＴ＃ＳＰＫ１＝ｂｂｂ ＃６７ｂｂｂ＊ 表１０－８参照 

 ※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 
 ※デフォルトは、出荷時設定選択によって変わります。 
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表６－４ フラッシュメモリー設定（指定番号領域にコピーできない設定） 

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォルト

コマンドのエコーを制御 ＡＴＥｓ  １ 
エスケープキヤラクタを指定 ＡＴＳ２＝ｂｂｂ  ４３ 
キヤリッジリターンキャラクタを指定 ＡＴＳ３＝ｂｂｂ  １３ 
ラインフィードキャラクタを指定 ＡＴＳ４＝ｂｂｂ  １０ 
バックスペースキャラクタを指定 ＡＴＳ５＝ｂｂｂ  ８ 
ＤＴＭＦ信号発生時間を指定 ＡＴＳ１１＝ｂｂｂ ＃００１１ｂｂｂ＊ １０ 
エスケープコードガード時間を指定 ＡＴＳ１２＝ｂｂｂ  １０ 
ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間を指定 ＡＴＳ２５＝ｂｂｂ  ５ 
無信号切断タイマー設定時間を指定 ＡＴＳ２９＝ｂｂｂ ＃００２９ｂｂｂ＊ ０ 
非活動切断タイマー設定時間を指定 ＡＴＳ３０＝ｂｂｂ ＃００３０ｂｂｂ＊ ０ 
ＦＳＫマークビット送信時間を指定 ＡＴＳ３３＝ｂｂｂ ＃００３３ｂｂｂ＊ １０ 
ＦＳＫ送信タイムアウトを指定 ＡＴＳ３４＝ｂｂｂ ＃００３４ｂｂｂ＊ ４ 
回線電流２０ｍＡの調整値を指定 ＡＴＳ５３＝ｂｂｂ ＃００５３ｂｂｂ＊ ４６ 
回線電流６０ｍＡの調整値を指定 ＡＴＳ５４＝ｂｂｂ ＃００５４ｂｂｂ＊ ７０ 
マトリックス入力からの通話終了操作時間を指定 ＡＴＳ５６＝ｂｂｂ ＃００５６ｂｂｂ＊ ３０ 
マトリックス入力からの設定モード切り替え時間を指定 ＡＴＳ５７＝ｂｂｂ ＃００５７ｂｂｂ＊ ０ 
電話端末呼出タイムアウトを指定 ＡＴＳ５８＝ｂｂｂ ＃００５８ｂｂｂ＊ ０ 
ＫＢ－７５（オプション）の明るさを指定 ＡＴＳ５９＝ｂｂｂ ＃００５９ｂｂｂ＊ １９２ 
電話端末を呼出中の呼出音出力種別を指定 ＡＴＳ８０＝ｂｂｂ ＃００８０ｂｂｂ＊ ０ 
電話端末を呼出中の呼出音出力レベルを指定 ＡＴＳ８１＝ｂｂｂ ＃００８１ｂｂｂ＊ ０ 
電話端末から呼出中の呼出音出力種別を指定 ＡＴＳ８２＝ｂｂｂ ＃００８２ｂｂｂ＊ ０ 
電話端末から呼出中の呼出音出力レベルを指定 ＡＴＳ８３＝ｂｂｂ ＃００８３ｂｂｂ＊ ０ 
受話信号検知レベルを指定 ＡＴＳ８５＝ｂｂｂ ＃００８５ｂｂｂ＊ ６ 
応答コード「ＲＩＮＧ」の書式を指定 ＡＴＷｑ  １ 
リザルトコードの書式を指定 ＡＴＸｑ  ３ 
ＣＮ８の№４～７に出力する制御入出力や回線情報を選択 ＡＴ！Ｄｑ＝ｃｃ ＃６０ｒｃｃ＊ 注１ 
電話番号メモリーが属するグループを指定 ＡＴ！Ｇｍｍ＝ｉｉ ＃６９ｇｇｉｉ＊ 注２ 
制御入力状態変化応答時間を指定 ＡＴ！Ｉｊｊ＝ｕｕｕｕｕ ＃６３ｐｐｕｕｕｕｕ＊ 全て５ 
設定用電話番号を指定 ＡＴ！Ｍｓ＝ｎｎ・・・ｎ ６ｔｅｅｎｎ・・・ｎ 注３ 
制御入力極性を指定 ＡＴ！Ｐ０＝ｕｕｕｕｕ ＃４４ｕｕｕｕｕ＊ ６５５３５

制御出力極性を指定 ＡＴ！Ｐ１＝ｕｕｕｕｕ ＃４５ｕｕｕｕｕ＊ ０ 
マトリックス入力からのダイヤル方法を指定 ＡＴ！Ｒｓ ＃６８ｓ＊ １ 
制御設定で使用するパラメータＡを指定 ＡＴ！ＳＡｃｃ＝ｈｈ ＃７５ｆｆｈｈ＊ 全て０ 
制御設定で使用するパラメータＢを指定 ＡＴ！ＳＢｃｃ＝ｈｈ ＃７６ｆｆｈｈ＊ 注４ 
制御設定を反映するイベントを指定 ＡＴ！ＳＥｃｃ＝ｑ ＃７２ｆｆｑ＊ 注５ 
制御対象の動作を指定 ＡＴ！ＳＦｃｃ＝ｉｉ ＃７１ｆｆｉｉ＊ 注６ 
制御時間の倍率選択 ＡＴ！ＳＴｃｃ＝ｓ ＃７４ｃｃｓ＊ 全て０ 
デコードデータクリアタイマーを指定 ＡＴ！Ｔ０＝ｂｂｂ ＃８５ｂｂｂ＊ ０ 
制御出力オールリセットタイマーを指定 ＡＴ！Ｔ１＝ｂｂｂ ＃８６ｂｂｂ＊ ０ 
制御入出力（ＣＮ２）用途の変更 ＡＴ！ＶＦｉｉ ＃６１ｉｉ＊ ４ 
オンフック（回線切断）時の制御を指定 ＡＴ！ＶＺｑ ＃６２ｑ＊ ０ 
制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号を指定 ＡＴ！Ｘｃｃ＝ｂｂｂ ＃７７ｆｆｂｂｂ＊ 全て２５５

制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号を指定 ＡＴ！Ｙｃｃ＝ｂｂｂ ＃７８ｆｆｂｂｂ＊ 全て２５５

制御オプションの条件で使用するメモリー番号を指定 ＡＴ！Ｚｃｃ＝ｂｂｂ ＃７９ｆｆｂｂｂ＊ 全て２５５

受話出力ゲインを指定 ＡＴ＃ＳＰＫ０＝ｂｂｂ ＃６６ｂｂｂ＊ ２４ 
ＤＴＭＦ信号の発生音量を指定 ＡＴ＃ＴＬ＝ｊｊ ＃８７ｊｊ＊ ０ 
ＰＣＭデータ発生音量を指定 ＡＴ＃ＶＧＴ＝ｂｂｂ ＃８８ｂｂｂ＊ ２４ 
トーン信号やＰＣＭデータ発生方向を指定 ＡＴ＃ＶＬＳ＝ｑ ＃５２ｑ＊ ０ 
ＤＣＤ（キャリア検出出力）の制御方法を指定 ＡＴ＆Ｃｓ  １ 
ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）の制御方法を指定 ＡＴ＆Ｄｑ  １ 
フロー制御の方法を指定 ＡＴ＆Ｋｑ  ３ 
ＤＳＲ（送信データあり出力）の制御方法を選択 ＡＴ＆Ｓｓ  １ 
電話番号メモリー登録 ＡＴ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 全て未登録

 ※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 
 注１）「ｑ／ｒ」の値に対するデフォルトは、０：２７、１：３１、２：２８、３：３２ 
 注２）「ｍｍ／ｇｇ」の値に対するデフォルトは、０～９：０、１０～１９：１、２０～２９：２、３０～３９：３、４０～４９：４、５０～５９：５ 
 注３）「ｓ／ｔ」の値に対するデフォルトは、０：４４４４（簡易設定用）、１：９９９９（詳細設定用） 
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 注４）「ｃｃ」の値に対するデフォルトは、０：１、１：２、２：３、３：１３、４：４、５：５、６：６、７：１４、 

８：７、９：８、１０：９、１１：１５、１２：１１、１３：１０、１４：１２、それ以外：０ 
 注５）「ｃｃ」の値に対するデフォルトは、０～１５：２、１７：２、それ以外：０ 
 注６）「ｃｃ」の値に対するデフォルトは、０～１５：６、１７：１４、それ以外：０ 
 
表６－５ 制御コマンド 

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド 
呼出応答 ＡＴＡ  
ダイヤル ＡＴＤｎｎ・・・ｎ  
話中音（ビジートーン）発生 ＡＴＨｓ  
情報確認 ＡＴＩｈｈ  
設定のダウンロード ＡＴＳＲＸ  
設定のアップロード ＡＴＳＴＸ  
登録済みの設定に復元 ＡＴＺｄｄ ＃９９ｄｄ＊ 
時計合わせ ＡＴ！ＴＣ＝ｎｎ・・・ｎ ＃７０ｎｎ・・・ｎ＊ 
制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ ＡＴ！Ｗｑ＝ｓ ＃８ｒｓ＊ 
ＰＣＭデータの送付 ＡＴ＃ＶＲＸ  
トーンやＤＴＭＦ信号の解析 ＡＴ＃ＶＴＡ  
トーンやＤＴＭＦ信号の発生 ＡＴ＃ＶＴＳｈｈ＝ｎｎ・・・ｎ  
ＰＣＭデータの発生 ＡＴ＃ＶＴＸ  
出荷時の設定に復元 ＡＴ＆Ｆｓ ＃９０＊ 
現在の設定の登録 ＡＴ＆Ｗｄｄ ＃９１ｄｄ＊ 
トーンやＤＴＭＦ信号発生のキャンセル ＜ＣＲ＞のみを送る  

 ※ＤＴＭＦコマンドは、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で行なう場合のコマンドです。 
 
コマンド解説で使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 
以下に、その種類と、値の範囲を示します。 
ｎｎ・・・ｎ ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ （最大２８桁） 
ｓ  ０、１ 
ｔ  ０、１ 
ｑ  ０～３ 
ｒ  ０～３ 
ｄｄ  ００～１０ 
ｈｈ  ００～１５ 
ｋｋ  ００～１５ 
ｉｉ  ００～１９ 
ｊｊ  ００～２３ 
ｐｐ  ００～２３ 
ｅｅ  ００～２８ 
ｃｃ  ００～４７ 
ｆｆ  ００～４７ 
ｍｍ  ００～５９ 
ｇｇ  ００～５９ 
ｂｂｂ  ０００～２５５ 
ｕｕｕｕｕ ０００００～６５５３５ 
※特に指定がない限り「ｎｎ・・・ｎ」、「ｔ」、「ｒ」、「ｋｋ」、「ｐｐ」、「ｅｅ」、「ｆｆ」と「ｇｇ」を除いて、０は省略できます。 
 「ｎｎ・・・ｎ」は、‘／’や‘：’を含む場合があります。 
 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
 
 
 
 
 



 9

 
■７ ＡＴコマンド 
 シリアルインターフェース入出力にすると、一般的なパソコンから、設定の参照変更が可能です。 
 本機能を使用するときは、オプション（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ）を接続し、ストレートケーブルでパソコンに接続して下さい。 
 さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 
１１５２００ｂｐｓ、８ビット、パリティなし、１ストップビット、ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御にして下さい。 
 ※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 
 ※ＰＣＭデータのやり取りを行なう間は、コマンドモードからデータモードになり、コマンドは受け付けません。 
  強制的にコマンドモードにするには、「＋＋＋」（エスケープコード）を入力します。 
 
 ◆Ａ 
  電話端末からの呼出しに応答し、通話状態に移行します。 
呼出中以外に応答したいときは、「ＡＴＨ１」を使用します。 

 
 ◆Ｄ 
  電話端末を呼出します。 
  電話端末が応答（オフフック）する前に、何かの文字を受信すると呼出を中止します。 
電話端末の応答を検知すると、「ＶＣＯＮ」が返り、通話中になります。 
 ・Ｄｎｎ・・・ｎ 
  続くパラメータ（電話番号）で、電話端末を呼出します。 
  ※ナンバーディスプレイを使用しない場合、パラメータは意味を持ちません。 
 ※パラメータは省略可能で、「－」は無視します。 
 ・ＤＮ 
  最後に呼出したパラメータで電話端末を呼出します。 
 ・ＤＳ＝ｍｍ 
  予め、「ＡＴ＆Ｚ」で登録した電話番号メモリーを使用して、電話端末を呼出します。 
※Ｄの直後にＰを入れると、内線呼出信号（リング）を発生します。 
 例）ＡＴＤＰ０８２７２４００８１ 

 
 ◆Ｅ 
  コマンドのエコー制御の参照変更を行います。 
  ・Ｅｓ 
  コマンドのエコー制御の変更を行ないます。 
   「ＡＴＥ１」でエコーを行い、「ＡＴＥ０」でエコーを行ないません。 
 ・Ｅ？ 
  コマンドのエコー制御の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｈｓ 
  「ＡＴＨ１」で電話端末からの呼出しに応答し、通話状態に移行します。 
「ＡＴＨ０」で通話を終了し、話中音（ビジートーン）発生を行います。 

  「ＡＴＨ１」は、「ＡＴＡ」とは異なり、電話端末のオフフック中、呼出中以前でも通話状態に移行します。 
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 ◆Ｉ 
  様々な情報を返します。 
 ・Ｉ３ 
  ファームウェアのバージョン情報を返します。 
 ・Ｉ４ 
  型式を返します。 
 ・Ｉ８ 
  ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 
 ・Ｉ９ 
  制御入出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 
 ・Ｉ１０ 
  制御入出力や回線情報のＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 
 ・Ｉ１１ 
  回線情報のＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 
 ・Ｉ１２ 
  回線電流の平均値を［ｍＡ］単位で返します。 
 ・Ｉ１３ 
  回線電圧の平均値を［Ｖ］単位で返します。 
 ・Ｉ１４ 
  送話入力（ＡＦＩＮ）信号レベルの平均値を［ｄＢｍ］単位で返します。 

 
 ◆Ｓ２ 
  エスケープキヤラクタの参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ２＝ｂｂｂ 
  エスケープキヤラクタの変更を行ないます。 
  範囲は０～１２７で、４３（‘＋’）がデフォルトです。 
  １２７にすると、エスケープ判定を行ないません。 
 ・Ｓ２？ 
  エスケープキヤラクタの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ３ 
  キヤリッジリターンキャラクタの参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ３＝ｂｂｂ 
  キヤリッジリターンキャラクタの変更を行ないます。 
   範囲は０～１２７で、１３（＜ＣＲ＞）がデフォルトです。 
 ・Ｓ３？ 
  キヤリッジリターンキャラクタの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ４ 
  ラインフィードキャラクタの参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ４＝ｂｂｂ 
  ラインフィードキャラクタの変更を行ないます。 
   範囲は０～１２７で、１０（＜ＬＦ＞）がデフォルトです。 
 ・Ｓ４？ 
  ラインフィードキャラクタの参照を行ないます。 
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 ◆Ｓ５ 
  バックスペースキャラクタの参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ５＝ｂｂｂ 
  バックスペースキャラクタの変更を行ないます。 
   範囲は０～１２７で、８（＜ＢＳ＞）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５？ 
  バックスペースキャラクタの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ１１ 
  ＤＴＭＦ信号発生時間の参照変更を行ないます。 
  ・Ｓ１１＝ｂｂｂ 
  ＤＴＭＦ信号発生時間の変更を行ないます。 
   範囲は７～２５５（０．０１秒単位）で、１０（０．１秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ１１？ 
  ＤＴＭＦ信号発生時間の参照を行ないます。 
  ※ＤＴＭＦ信号間のポーズ時間は、７～９で０．０６秒、１０以上は０．１秒になります。 
 
 ◆Ｓ１２ 
  エスケープコードガード時間の参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ１２＝ｂｂｂ 
  エスケープコードガード時間の変更を行ないます。 
  範囲は０～２５５（０．０２秒単位）で、１０（０．２秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ１２？ 
  エスケープコードガード時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ２５ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間の参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ２５＝ｂｂｂ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間の変更を行ないます。 
  範囲は０～２５５（０．０１秒単位）で、５（０．０５秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ２５？ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ２９ 
  無信号切断タイマー設定時間の参照変更を行ないます。 
  通話中に、信号検知ができない状態が設定時間継続すると通話を終了します。 
  ０を指定すると、無信号切断タイマーは、無効になります。 
  ・Ｓ２９＝ｂｂｂ 
  無信号切断タイマー設定時間の変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（１０秒単位）で、０（無効）がデフォルトです。 
 ・Ｓ２９？ 
  無信号切断タイマー設定時間の参照を行ないます。 
  ※雑音で信号検知状態になり、無信号切断タイマーが働かないことがあります。 
   信号レベルが小さすぎると、信号検知ができないため、通話を終了してしまうことがあります。 
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 ◆Ｓ３０ 
  非活動切断タイマー設定時間の参照変更を行ないます。 
  通話中に、有効なコマンド操作が行なわれない状態が設定時間継続すると通話を終了します。 
  ０を指定すると、非活動切断タイマーは、無効になります。 
  ・Ｓ３０＝ｂｂｂ 
  非活動切断タイマー設定時間の変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（１０秒単位）で、０（無効）がデフォルトです。 
 ・Ｓ３０？ 
  非活動切断タイマー設定時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ３３ 
  ＦＳＫマークビット送信時間の参照変更を行ないます。 
  ＦＳＫデータの変調前に、マークビット用周波数を指定時間、回線に重畳します。 
  ・Ｓ３３＝ｂｂｂ 
  ＦＳＫマークビット送信時間の変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（０．０１秒単位）で、１０（０．１秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ３３？ 
  ＦＳＫマークビット送信時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ３４ 
  ＦＳＫ送信タイムアウトの参照変更を行ないます。 
  変調するＦＳＫデータが無い状態が指定時間経過すると、ＦＳＫ送信を終了します。 
  ０を指定すると、コマンドモードに移行するまで送信状態になります。 
 ・Ｓ３３＝ｂｂｂ 
  ＦＳＫ送信タイムアウトの変更を行ないます。 
   範囲は０、４～２５５（０．０１秒単位）で、４（０．０４秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ３３？ 
  ＦＳＫ送信タイムアウトの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ５３ 
  回線電流２０ｍＡの調整値の参照変更を行ないます。 
  ・Ｓ５３＝ｂｂｂ 
  回線電流２０ｍＡの調整値の変更を行ないます。 
   範囲は３９～５３（約１０～３０ｍＡ）で、４６（約２０ｍＡ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５３？ 
  回線電流２０ｍＡの調整値の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ５４ 
  回線電流６０ｍＡの調整値の参照変更を行ないます。 
  ・Ｓ５４＝ｂｂｂ 
  回線電流６０ｍＡの調整値の変更を行ないます。 
   範囲は６５～７７（約５０～７０ｍＡ）で、７０（約６０ｍＡ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５４？ 
  回線電流６０ｍＡの調整値の参照を行ないます。 
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 ◆Ｓ５６ 
 マトリックス入力からの通話終了操作時間の参照変更を行ないます。 
  通話中に、「＊」キーを指定時間押し続けると、通話を終了します。 
  ０を指定すると、マトリックス入力からのダイヤル操作が無効になります。 
 ・Ｓ５６＝ｂｂｂ 
  マトリックス入力からの通話終了操作時間の変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、３０（３秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５６？ 
  マトリックス入力からの通話終了操作時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ５７ 
 マトリックス入力からの設定モード切り替え時間の参照変更を行ないます。 
  待機中に、「＊」キーを指定時間押し続ける度に、設定モードと通常動作の切り替えを行います。 
  ０を指定すると、設定モードに切り替わりません。 
 ・Ｓ５６＝ｂｂｂ 
  マトリックス入力からの設定モード切り替え時間の変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（切り替え無効）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５６？ 
  マトリックス入力からの設定モード切り替え時間の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ５８ 
 電話端末呼出タイムアウトの参照変更を行ないます。 
  一旦、ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにし、開放してから指定時間内に電話端末が応答すると、通話状態にします。 
  ０を指定すると、ＧＮＤレベルになっている間のみ、電話端末が応答すると、通話状態にします。 
 ・Ｓ５８＝ｂｂｂ 
  電話端末呼出タイムアウトの変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（０秒）がデフォルトです。 
 ・Ｓ５８？ 
  電話端末呼出タイムアウトの参照を行ないます。 
  ※ＣＮ５の№２のデフォルトは、制御設定動作が電話端末呼出入力になっています。 
 
 ◆Ｓ５９ 
 ＫＢ－７５（オプション）の明るさの参照変更を行ないます。 
  照光式マトリックスキーボード（ＫＢ－７５）のＬＥＤに流す電流値を変えることができます。 
 ・Ｓ５９＝ｂｂｂ 
  ＫＢ－７５の明るさの変更を行ないます。 
   １３：２ｍＡ、７７：４ｍＡ、１１５：６ｍＡ、１６６：８ｍＡ、１９２：１０ｍＡ（デフォルト）、 

２０５：１２ｍＡ、２１８：１４ｍＡ、２３０：１６ｍＡ、２４３：１８ｍＡ、２５５：２０ｍＡ 
 ・Ｓ５９？ 
  ＫＢ－７５の明るさの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ８０ 
  電話端末の呼出中に、呼出信号（リング）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音種別の参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ８０＝ｂｂｂ 
  呼出音出力種別の変更を行ないます。 
 ０：無音（デフォルト）、１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、 
３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号、４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号、５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

 ・Ｓ８０？ 
  呼出音出力種別の参照を行ないます。 

 
 



 14

 
 ◆Ｓ８１ 
  電話端末の呼出中に、呼出信号（リング）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音出力レベルの参照変更を行ないます。 
  ・Ｓ８１＝ｂｂｂ 
  呼出音出力レベルの変更を行ないます。 
   範囲は０～１５（０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、１０（－１０ｄＢｍ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ８１？ 
  呼出音出力レベルの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ８２ 
  電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音種別の参照変更を行ないます。 
 ・Ｓ８２＝ｂｂｂ 
  呼出音出力種別の変更を行ないます。 
 ０：無音（デフォルト）、１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、 
３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号、４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号、５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 

 ・Ｓ８２？ 
  呼出音出力種別の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ８３ 
  電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音出力レベルの参照変更を行ないます。 
  ・Ｓ８３＝ｂｂｂ 
  呼出音出力レベルの変更を行ないます。 
   範囲は０～１５（０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、０（０ｄＢｍ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ８３？ 
  呼出音出力レベルの参照を行ないます。 

 
 ◆Ｓ８５ 
  信号検知レベルの参照変更を行ないます。 
  受話信号が設定レベルを超えると、信号検知状態になります。 
  ・Ｓ８２＝ｂｂｂ 
  信号検知レベルの変更を行ないます。 
   範囲は０～１５（－３６ｄＢｍ～－５１ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、６（－４２ｄＢｍ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ８２？ 
  信号検知レベルの参照を行ないます。 
 ※設定値が大きいほど小さい信号を検知できるようになりますが、雑音で信号検知してしまうことがあります。 

 
 ◆ＳＲＸ 
  インテルヘキサフォーマットで、全設定のダウンロードを行ないます。 
  設定のバックアップに使用します。 
  ※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存した内容ではありません。 
 
 ◆ＳＴＸ 
  インテルヘキサフォーマットで、全設定のアップロードを行ないます。 
  設定の復元や複製に使用します。 
  転送中にエラーが発生すると、自動的に「ＡＴＺ」コマンドを実行し、終了します。 
  ※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存する必要があります。 
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 ◆Ｗ 
  リザルトコード「ＲＩＮＧ」の書式の参照変更を行います。 
  ・Ｗｓ 
  リザルトコード「ＲＩＮＧ」の書式の変更を行います。 
  ０：「ＲＩＮＧ」のみ、１：「ＲＩＮＧ ダイヤル認識結果」（デフォルト） 
  ・Ｗ？ 
  応答コード「ＲＩＮＧ」の書式の参照を行います。 
  ※「ＡＴ！Ｎ」コマンドによる内線信号発生機能が有効であれば、０：「ＳＲＮＧ」のみ、１：「ＳＲＮＧ ダイヤル認識結果」になります。 
 
 ◆Ｘ 
  リザルトコードの書式の参照変更を行います。 
  ・Ｘｑ 
  リザルトコードの書式の変更を行ないます。 
   範囲は０～４（表８－１を参照）で、３がデフォルトです。 
 ・Ｘ？ 
  リザルトコードの書式の参照を行ないます。 

 
 ◆Ｚ 
  登録済みの設定で復元を行ないます。 
 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 
 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
 設定番号に１～１０を指定すると、指定番号領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
  簡易設定は、設定番号１～１０で復元を行い、設定番号０で登録（ＡＴ＆Ｗ）を行うことを意味します。 
  ※簡易設定で０をプッシュした場合、設定番号１０で復元を行います。 
  ※電源投入時は、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
  ※全設定番号の設定が読み出され、指定した設定番号の設定を、現在の設定に複写します。 
 
 ◆！Ｄ 
  ＣＮ５の№４～№７に出力する制御入出力や回線情報選択の参照変更を行います。 
  ・！Ｄｑ＝ｃｃ 
  ＣＮ５の№４～№７に出力する制御入出力や回線情報選択の変更を行います。 
  「ｑ」は対象番号、「ｃｃ」が制御入出力や回線情報選択番号になります。 
  ○対象番号 

０：ＣＮ５の№４、１：ＣＮ５の№５、２：ＣＮ５の№６、３：ＣＮ５の№７ 
  ○選択番号 

１７：ＣＮ５の№２状態、１８：制御出力１８、１９：制御出力１９、２０：制御出力２０、２１：制御出力２１、 
２３：通話状態、２４：フック状態、２７：回線電流検知状態、２８：呼出信号出力状態、３１：回線極性、 
３２：コールプログレストーン発生状態、３３：ダイヤル認識状態、３４：呼出状態、３５：話中状態、 
３７：トーン信号発生状態、３８：１秒周期０．５秒間ＯＮ、３９：２秒周期１秒間ＯＮ 

 ・！Ｄｑ？ 
  ＣＮ５の№４～№８に出力する制御入出力や回線情報選択の参照を行います。 
  ※出荷時の設定では、ＣＮ５の№４が回線電流検知状態、ＣＮ５の№５が回線極性、ＣＮ５の№６が呼出信号出力状態で、 
   ＣＮ５の№７がコールプログレストーン発生状態になります。 
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 ◆！Ｅ 
  信号発生時間の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 
  指定した信号発生時間番号の信号発生時間の変更を行ないます。 
 「ｈｈ」は信号発生時間番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が信号発生時間になります。 
  信号発生時間は、４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 
 ・！Ｅｈｈ？ 
  指定した信号発生時間番号の信号発生時間の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｆ 
  信号発生周波数の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の変更を行ないます。 
 「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が信号発生周波数になります。 
  信号発生周波数は、３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３４００：３４００Ｈｚ 
 ※３２７６８を加えると、１／２の周波数になります。 
   例えば、１３３５に３２７６８を加えた、３４１０３で指定すると、６６７．５Ｈｚになります。 
 ・！Ｆｈｈ？ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｇ 
  電話番号メモリーが属するグループの参照変更を行います。 
  ・！Ｇｍｍ＝ｉｉ 
  電話番号メモリーが属するグループの変更を行います。 
 「ｍｍ」はメモリー番号（０～５９）、「ｉｉ」がグループ番号（０～１９）になります。 
 グループ番号によって、電話番号メモリーの扱いが変化します。 
 グループ０～１５：電話番号メモリー、グループ１７：間接メモリー、グループ１９：トーンデータメモリー 
 ・！Ｇｍｍ？ 
  電話番号メモリーが属するグループの参照を行います。 
  ※出荷時の設定では、グループ０がメモリー番号０～９、グループ１がメモリー番号１０～１９、グループ２がメモリー番号２０～２９、 

グループ３がメモリー番号３０～３９、グループ４がメモリー番号４０～４９、グループ５がメモリー番号５０～５９になります。 
 
 ◆！Ｉ 
  制御入力状態変化応答時間の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｉｊｊ＝ｕｕｕｕｕ 
  制御入力状態変化応答時間の変更を行ないます。 
  「ｊｊ」は制御入力番号（０～２３）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する状態変化応答時間になります。 
  状態変化応答時間は、０：０ｍｓ、１：１０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分で、５（５０ｍｓ）がデフォルトです。 
 ・！Ｉｈｈ？ 
  制御入力状態変化応答時間の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｌ 
  信号発生周波数の音量の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｌｈｈ＝ｊｊ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の変更を行ないます。 
 「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｊｊ」が変更する信号発生音量になります。 
  信号発生音量は、０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、３９：－３９ｄＢ 
 ・！Ｌｈｈ？ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の参照を行ないます。 

 
 



 17

 
 ◆！Ｍ 
  設定用電話番号の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｍｓ＝ｎｎ・・・ｎ 
  設定用電話番号の変更を行ないます。 
 「ｓ」は用途番号、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する設定用電話番号になります。 
  用途番号０：簡易設定用、デフォルトは「４４４４」です。 
  用途番号１：詳細設定用、デフォルトは「９９９９」です。 
 ・！Ｍｓ？ 
  設定用電話番号の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｎ 
  内線信号発生機能の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｎ＝ｄｄ 
  内線信号発生機能の変更を行ないます。 
０：内線信号発生機能は無効、１０：内線信号発生機能は有効（外線「０」発信） 

 ・！Ｎ？ 
  内線信号発生機能の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｏ 
  制御時間の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 
  指定した制御時間番号の制御時間の変更を行ないます。 
 「ｈｈ」は制御時間番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する制御時間になります。 
 ○制御時間 
 制御時間は、倍率選択によって時間が変化します。 
 ×１の場合 １：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 
 ×１０の場合 １：１秒、２：２秒、・・・、６５５３５：約１８時間 

 ・！Ｏｈｈ？ 
  指定した番号の制御時間の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｐ 
  制御入出力極性の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｐｓ＝ｕｕｕｕｕ 
  指定した制御入出力番号の制御入出力極性の変更を行ないます。 
 「ｓ」は制御入出力番号（０～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する制御入出力極性になります。 
 制御入出力番号は、０：制御入力、１：制御出力 
 ・！Ｐｑ？ 
  指定した制御入出力番号の制御入出力極性の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｑ 
  指定した周波数番号の信号発生方法の参照変更を行ないます。 
 ・！Ｑｈｈ＝ｓ 
  指定した周波数番号の信号発生方法の変更を行ないます。 
 「ｈｈ」は周波数番号（０～１５）、「ｓ」が変更する信号発生方法になります。 
 信号発生方法は、０：周波数１と周波数２を合成（加算）、１：周波数１を周波数２で変調（乗算） 
 ・！Ｑｈｈ？ 
  指定した周波数番号の信号発生方法の参照を行ないます。 
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 ◆！Ｒ 
  マトリックス入力からのダイヤル方法の参照変更を行ないます。 
通常ダイヤルはマトリックス入力から電話番号を、メモリーダイヤルはメモリー番号を入力し、「＃」を押すと、電話端末の呼出を開始します。 
電話端末の応答前は、「＊」を押すと呼出を中止します。 
電話端末の応答後は、「＊」を設定時間（デフォルト３秒）押し続けると通話を終了します。 
 ・！Ｒｓ 
  マトリックス入力からのダイヤル方法の変更を行ないます。 
 ０：通常ダイヤル（デフォルト）、１：メモリーダイヤル 
 ・！Ｒ？ 
  マトリックス入力からのダイヤル方法の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＳＡ 
  制御設定で使用するパラメータＡの参照変更を行います。 
 ・！ＳＡｃｃ＝ｈｈ 
  制御設定で使用するパラメータＡの変更を行います。 
 ・！ＳＡｃｃ？ 
  制御設定で使用するパラメータＡの参照を行います。 

 
 ◆！ＳＢ 
  制御設定で使用するパラメータＢの参照変更を行います。 
 ・！ＳＢｃｃ＝ｈｈ 
  制御設定で使用するパラメータＢの変更を行います。 
 ・！ＳＢｃｃ？ 
  制御設定で使用するパラメータＢの参照を行います。 

 
 ◆！ＳＥ 
  制御設定を反映するイベントの参照変更を行います。 
 ・！ＳＥｃｃ＝ｑ 
  制御設定を反映するイベントの変更を行います。 
 ０：制御設定無効、１：受信した信号により制御設定を反映、２：制御入出力の変化により制御設定を反映、 
３：受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映 

 ・！ＳＥｃｃ？ 
  制御設定を反映するイベントの参照を行います。 

 
 ◆！ＳＦ 
  制御対象の動作の参照変更を行います。 
 ・！ＳＦｃｃ＝ｉｉ 
  制御対象の動作の変更を行います。 
 「ｃｃ」は制御番号（０～４７）、「ｉｉ」が動作番号になります。 
  ○動作番号 
 ０：無制御、１：バイナリＤ１、２：バイナリＤ２、３：バイナリＤ３、４：バイナリＤ４、５：バイナリＤＶ、 
 ６：ワンプッシュ、７：ワンプッシュラッチ、８：メモリー照合ラッチ、９：メモリー照合遅延ラッチ、 
 １０：アンサーバック、１１：受話出力音声再生、１２：オンフック、１３：オフフック、１４：オン／オフフック、 
１５：グループ通報Ａ、１６：グループ通報Ｂ、１７：タイマー照合ラッチ、１８：タイマー照合遅延ラッチ、 
１９：論理和（正論理）、２０：論理和（負論理）、２１：論理積（正論理）、２２：論理積（負論理） 

 ・！ＳＦｃｃ？ 
  制御対象の動作の参照を行います。 

 
 
 
 



 19

 
 ◆！ＳＴ 
  制御時間の倍率選択の参照変更を行います。 
 ・！ＳＴｃｃ＝ｓ 
  制御時間の倍率選択の変更を行います。 
 「ｃｃ」は制御番号（０～４７）、「ｓ」が倍率選択になります。 
 倍率選択は、０：×１、１：×１０で、全て０（×１）がデフォルトです。 
 ・！ＳＴｃｃ？ 
  制御時間の倍率選択の参照を行います。 

 
 ◆！Ｔ 
  デコードデータ桁間タイマーの参照変更を行ないます。 
  指定時間、ＤＴＭＦ信号を受信できないときに、デコードデータのクリアや、制御出力オールリセットを行ないます。 
 ・！Ｔ０＝ｂｂｂ 
  デコードデータクリアタイマーの変更を行ないます。 
   範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（無監視）がデフォルトです。 
 ・！Ｔ１＝ｂｂｂ 
  制御出力オールリセットタイマーの変更を行ないます。 
  範囲は０～２５５（１秒単位）で、０（無監視）がデフォルトです。 
 ・！Ｔｓ？ 
  デコードデータ桁間タイマーの参照を行ないます。 

 
 ◆！ＴＣ 
  時計の参照変更を行ないます。 
 ・！ＴＣ＝ｎｎ・・・ｎ 
  時計の変更を行ないます。 
   書式は以下の３通りになり、「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
   １）「年／月／日」指定 
     ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ 
     例）ＡＴ！ＴＣ＝２０１０／０１／０１ 
   ２）「年／月／日 時：分：秒」指定 
     ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ 
     例）ＡＴ！ＴＣ＝２０１０／０１／０１ ００：００：００ 
   ３）「時：分：秒」指定 
     ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ 
     例）ＡＴ！ＴＣ＝２３：５９：５９ 
 ・！ＴＣ？ 
  時計の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＣ 
  回線電流の参照変更を行ないます。 
 ・！ＶＣｓ 
  回線電流の変更を行ないます。 
０：約２０ｍＡ、１：約６０ｍＡ 

 ・！ＶＣ？ 
  回線電流の参照を行ないます。 
  ※１を指定していても、回線電圧が２０Ｖを超えると、２０ｍＡになります。 
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 ◆！ＶＤ 
  ダイヤルスキップ機能の参照変更を行ないます。 
  ダイヤルスキップ機能を有効にすると、電話端末のオフフックで、直ちに通話状態に移行します。 
 ・！ＶＤｓ 
  ダイヤルスキップ機能の変更を行ないます。 
０：ダイヤルスキップ機能は無効（デフォルト）、１：ダイヤルスキップ機能は有効 

 ・！ＶＤ？ 
  ダイヤルスキップ機能の参照を行ないます。 
※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ナンバーディスプレイは、「サービス提供不可」を通知します。 

 
 ◆！ＶＥ 
  回線エコーキャンセル機能の参照変更を行ないます。 
  回線エコーキャンセル機能を有効にすると、送話入力（ＡＦＩＮ）の音声が、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に洩れにくくなります。 
 ・！ＶＥｓ 
  回線エコーキャンセル機能の変更を行ないます。 
０：回線エコーキャンセル機能は無効（デフォルト）、１：回線エコーキャンセル機能は有効 

 ・！ＶＥ？ 
  回線エコーキャンセル機能の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＦ 
  制御入出力（ＣＮ２）用途の参照変更を行います。 
  通常動作で使用する制御入出力（ＣＮ２）用途を指定します。 
 ・！ＶＦｉｉ 
  制御入出力（ＣＮ２）用途の変更を行います。 
 ０：８制御入力、１：№２～５は制御出力・№６～９は制御入力、２：№２～５は制御入力・№６～９は制御出力、 
３：８制御出力、４：マトリックス入力、１６：シリアルインターフェース入出力 
 ※ディップスイッチによる用途変更か、「ＡＴＺ」コマンドを行なわないと、実際のＣＮ２の用途は変わりません。 
 ・！ＶＦ？ 
  制御入出力（ＣＮ２）用途の参照を行います。 

 
 ◆！ＶＮ 
  ナンバーディスプレイ機能の参照変更を行ないます。 
 ・！ＶＮｓ 
  ナンバーディスプレイ機能の変更を行ないます。 
０：ナンバーディスプレイ機能は無効、１：ナンバーディスプレイ機能は有効 

 ・！ＶＮ？ 
  ナンバーディスプレイ機能の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＰ 
  ダイヤルパルス検知時間の参照変更を行ないます。 
 ・！ＶＰｓ 
  ダイヤルパルス検知時間の変更を行ないます。 
０：代表的なＮＴＴ交換機の検知時間、１：代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間 

 ・！ＶＰ？ 
  ダイヤルパルス検知時間の参照を行ないます。 
  ※代表的なＮＴＴ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓと２０ｐｐｓ何れも検知します。 
  ※代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓのみ検知します。 
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 ◆！ＶＲ 
  回線極性反転機能の参照変更を行ないます。 
 ・！ＶＲｓ 
  回線極性反転機能の変更を行ないます。 
０：回線極性反転機能は無効、１：回線極性反転機能は有効 

 ・！ＶＲ？ 
  回線極性反転機能の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＳ 
  第２ダイヤルトーンの参照変更を行ないます。 
  「１８４」か「１８６」をダイヤルした際、第２ダイヤルトーンの信号発生を行うか否かを指定します。 
 ・！ＶＳｓ 
  第２ダイヤルトーンの変更を行ないます。 
０：第２ダイヤルトーンは無効、１：第２ダイヤルトーンは有効 

 ・！ＶＳ？ 
  第２ダイヤルトーンの参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＶ 
  無負荷回線電圧の参照変更を行ないます。 
 ・！ＶＶｓ 
  無負荷回線電圧の変更を行ないます。 
０：約２４Ｖ、１：約４８Ｖ 

 ・！ＶＶ？ 
  無負荷回線電圧の参照を行ないます。 

 
 ◆！ＶＺ  
  電話端末オンフック（回線切断）時の制御の参照変更を行ないます。 
  電話端末がオンフック（回線切断）した時に行なう追加処理を決めます。 
 ・！ＶＺｑ 
  電話端末オンフック（回線切断）時の制御の変更を行ないます。 
０：非制御（デフォルト）、１：登録済みの設定で復元を行ないます、２：全制御出力のリセットを行ないます、 
３：登録済みの設定で復元を行なうと共に、全制御出力のリセットを行ないます 

 ・！ＶＺ？ 
  電話端末オンフック（回線切断）時の制御の参照を行ないます。 

 
 ◆！Ｗ 
  制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ状態の参照変更を行います。 
  ・！Ｗｑ＝ｓ 
  制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ状態の変更を行います。 
  「ｑ」は対象番号、「ｓ」がＯＮ／ＯＦＦ状態になります。 
  対象番号は、０：制御出力１８、１：制御出力１９、２：制御出力２０、３：制御出力２１ 
  ＯＮ／ＯＦＦ状態は、０：ＯＦＦ状態、１：ＯＮ状態 
 ・！Ｗｑ？ 
  制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ状態の参照を行います。 
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 ◆！Ｘ 
  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 
 ・！Ｘｃｃ＝ｂｂｂ 
  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
 「ｃｃ」は制御番号（０～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
  ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、７９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
 ・！Ｘｃｃ？ 
  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 
 ◆！Ｙ 
  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 
 ・！Ｙｃｃ＝ｂｂｂ 
  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
 「ｃｃ」は制御番号（０～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
  ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、７９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
 ・！Ｙｃｃ？ 
  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 
 ◆！Ｚ 
  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 
 ・！Ｚｃｃ＝ｂｂｂ 
  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
 「ｃｃ」は制御番号（０～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
  ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、７９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
 ・！Ｚｃｃ？ 
  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 
 ◆＃ＳＰＫ 
  対象ゲインの参照変更を行ないます。 
  ・＃ＳＰＫｓ＝ｂｂｂ 
  対象ゲインの変更を行ないます。 
  「ｓ」は対象番号、「ｂｂｂ」が変更するゲインになります。 
  対象番号０：受話出力（ＡＦＯＵＴ） 
  対象番号１：送話入力（ＡＦＩＮ） 
 範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、受話出力は２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 
 範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 
 ・＃ＳＰＫｓ？ 
  対象ゲインの参照を行ないます。 
  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 
 
 ◆＃ＴＬ 
  ＤＴＭＦ信号の発生音量の参照変更を行ないます。 
 ・＃ＴＬ＝ｊｊ 
  ＤＴＭＦ信号の発生音量の変更を行ないます。 
 範囲は０～２３（０ｄＢ～－２３ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、１０（－１０ｄＢ）がデフォルトです。 
 ・＃ＴＬ？ 
  ＤＴＭＦ信号の発生音量の参照を行ないます。 
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 ◆＃ＶＧＴ 
  ＰＣＭデータ発生ゲインの参照変更を行ないます。 
  ・＃ＶＧＴ＝ｂｂｂ 
  ＰＣＭデータ発生ゲインの変更を行ないます。 
 範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 
 範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 
 ・＃ＶＧＴ？ 
  ＰＣＭデータ発生ゲインの参照を行ないます。 
  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 
 
 ◆＃ＶＬＳ 
  トーン信号やＰＣＭデータ発生方向の参照変更を行ないます。 
  通話中のトーン信号やＰＣＭデータ発生方向を切り換えます。 
  ・＃ＶＬＳ＝ｑ 
  トーン信号やＰＣＭデータ発生方向の変更を行ないます。 
  ０：両方電話端末側（デフォルト）、１：トーン信号は受話出力（ＡＦＯＵＴ）側でＰＣＭデータ発生は電話端末側、 
  ２：トーン信号は電話端末側でＰＣＭデータ発生は受話出力（ＡＦＯＵＴ）側、３：両方受話出力（ＡＦＯＵＴ）側 
 ・＃ＶＬＳ？ 
  トーン信号やＰＣＭデータ発生方向の参照を行ないます。 
 ※オンフック（回線切断）中、設定に関係なく両方受話出力（ＡＦＯＵＴ）側になります。 
オフフック（回線接続）中、通話状態に移行するまでは、設定に関係なくトーン信号のみ電話端末側になります。 

  ※トーンやＤＴＭＦ信号発生中と、ＰＣＭデータ発生中は、変更はできますが切り換えは行いません。 
 
 ◆＃ＶＲＸ 
  ＰＣＭデータを返します。 
  データは、８ビットＰＣＭ、モノラル、８ＫＨｚサンプリングになります。 
  ウェーブフォーマットデータではありません。 
  ＰＣＭデータ送付状態（データモード）になると、「ＣＯＮＮＥＣＴ」を返します。 
  データモード中は、コマンドを受け付けません。 
  「＜ＤＬＥ＞＜ＥＴＸ＞」を受信すると中止し、「＜ＤＬＥ＞＜ＥＴＸ＞」を返します。 
  ※ＰＣＭデータに「＜ＤＬＥ＞」があると、「＜ＤＬＥ＞＜ＤＬＥ＞」に変換して送付します。 
 
 ◆＃ＶＴＡ 
  トーンやＤＴＭＦ信号の解析の参照変更を行ないます。 
 解析が有効な間、トーンやＤＴＭＦ信号を検知すると、解析した周波数とレベルを返します。 
  ・＃ＶＴＡｓ 
  トーンやＤＴＭＦ信号の解析の変更を行ないます。 
０：解析は無効（デフォルト）、１：解析は有効 

 ・＃ＶＴＡ？ 
  トーンやＤＴＭＦ信号の解析の参照を行ないます。 
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 ◆＃ＶＴＳ 
  トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 
  オンフック（回線切断）中は受話出力（ＡＦＯＵＴ）に、オフフック（回線接続）中は回線に、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 
 ・＃ＶＴＳ＝ｎｎ・・・ｎ 
  続くパラメータで、ＤＴＭＦ信号を発生します。 
 ・＃ＶＴＳ１＝ｈｈ，ｈｈ 
  続くパラメータで、トーン信号を発生します。 
  第一パラメータは信号発生時間番号を、第二パラメータは信号発生周波数番号を指定します。 
  指定した周波数で、指定した時間、トーン信号を発生します。 
 ・＃ＶＴＳ２＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 
  続くパラメータで、デュアルトーン信号を発生します。 
  第一パラメータは信号発生時間番号を、第二、第三パラメータは信号発生周波数番号を指定します。 
  指定した２周波数を合成し、指定した時間、デュアルトーン信号を発生します。 
  合成時に歪むので、信号発生周波数番号に対応する信号発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要があります。 
 ・＃ＶＴＳ３＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 
  続くパラメータで、複数回のトーン信号を発生します。 
  第一、第二パラメータは信号発生時間番号、第三パラメータは信号発生回数を、第四パラメータは信号発生周波数番号を指定します。 
  第一パラメータで指定した周期で、第二パラメータで指定した時間、トーン信号を発生し、指定回数繰り返します。 
 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，１，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 
  続くパラメータで、複数回のトーン信号を発生します。 
  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは１、 
第五パラメータは信号発生周波数を、第六パラメータは信号発生音量を指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、周波数と音量を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 
 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，２，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 
  続くパラメータで、複数回のデュアルトーン信号を発生します。 
  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは２、 
第五、第七パラメータは信号発生周波数を、第六、第八パラメータは信号発生音量を指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、合成する周波数と音量を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 
  第五パラメータの信号発生周波数は第六パラメータの信号発生音量、第七パラメータの信号発生周波数は第八パラメータの信号発生音量で合成します。 
  合成時に歪むので、指定する信号発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要があります。 
 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，３，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｈｈ 
  続くパラメータで、複数回の振幅変調トーン信号を発生します。 
  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは３、 
第五、第七パラメータは信号発生周波数、第六、第八パラメータは信号発生音量を、第九パラメータは変調バランスを指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、振幅変調する周波数、音量と変調度を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 
  第五パラメータの信号発生周波数は第六パラメータの信号発生音量、第七パラメータの変調周波数は第八パラメータの変調音量で振幅変調します。 
  第九パラメータの変調バランスは、第八パラメータの変調音量に応じて、以下の組み合わせにする必要があります。 

 
   表７－１ 第八パラメータと第九パラメータの組み合わせ 

変 調 度 第八パラメータ 第九パラメータ 
８９％ ７ ６ 
８０％ ８ ５ 
７１％ ９ ４ 
５６％ １１ ３ 
４０％ １４ ２ 

 
 ・＃ＶＴＳＳ＝ｍｍ 
  予め、「ＡＴ＆Ｚ」で登録した電話番号メモリーを使用して、信号の発生を行ないます。 
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 ◆＃ＶＴＸ 
  ＰＣＭデータの発生を行ないます。 
  データは、８ビットＰＣＭ、モノラル、８ＫＨｚサンプリングのみ対応しています。 
  ＰＣＭデータ受付状態（データモード）になると、「ＣＯＮＮＥＣＴ」を返します。 
  データモード中は、コマンドを受け付けません。 
  ○ウェーブフォーマットデータ 

自動認識し、全データを正常に受信すると自動終了します。 
   終了時、通話中であれば「ＶＣＯＮ」を返し、それ以外は「ＯＫ」を返します。 

フォーマットサイズ分のデータを受信するまでは、自動終了しません。 
   ※音声データに「＜ＤＬＥ＞」があっても、そのまま保存します。 
  ○ウェーブフォーマットデータ以外 

「＜ＤＬＥ＞＜ＥＴＸ＞」を受信すると終了します。 
  終了時、通話中であれば「ＶＣＯＮ」を返し、それ以外は「ＯＫ」を返します。 
   ※音声データに「＜ＤＬＥ＞」がある場合、「＜ＤＬＥ＞＜ＤＬＥ＞」に変換する必要があります。 
 
 ◆＆Ｃｓ 
  ＤＣＤ（キャリア検出出力）制御方法の参照変更を行ないます。 
  ・＆Ｃｓ 
  ＤＣＤ（キャリア検出出力）制御方法の変更を行ないます。 
   ０：常にＧＮＤ（０Ｖ）レベル、１：オフフック検知中の間ＧＮＤ（０Ｖ）レベル（デフォルト） 
 ・＆Ｃ？ 
  ＤＣＤ（キャリア検出出力）制御方法の参照を行ないます。 

 
 ◆＆Ｄ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）制御方法の参照変更を行ないます。 
  ・＆Ｄｑ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）制御方法の変更を行ないます。 
   ０：入力を無視、１：データ通信中、ＯＮからＯＦＦに変化するとコマンドモードに移行（デフォルト）、 

２：呼出応答（通話）中、ＯＦＦになると通話を終了し、話中音（ビジートーン）発生を行います。 
 ・＆Ｄ？ 
  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）制御方法の参照を行ないます。 

 
 ◆＆Ｆｓ 
  出荷時の設定で復元を行ないます。 
  「１」を指定すると、通常動作がマトリックス入力ではなく、シリアルインターフェース入出力になります。 
  ※通常動作で「ＡＴ＆Ｆ０」を行なうと、通信できなくなります。 
 
 ◆＆Ｋ 
  フロー制御方法の参照変更を行ないます。 
  ・＆Ｋｑ 
  フロー制御方法の変更を行ないます。 
   ０：フロー制御を行わない、３：ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御（デフォルト） 
 ・＆Ｋ？ 
  フロー制御方法の参照を行ないます。 
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 ◆＆Ｓｓ 
  ＤＳＲ（送信データあり出力）制御方法の参照変更を行ないます。 
  ・＆Ｓｓ 
  ＤＳＲ（送信データあり出力）制御方法の変更を行ないます。 
   ０：常にＧＮＤ（０Ｖ）レベル、１：常にＶＤＤ（３．３Ｖ）レベル（デフォルト） 
 ・＆Ｓ？ 
  ＤＳＲ（送信データあり出力）制御方法の参照を行ないます。 

 
 ◆＆Ｗ 
  現在の設定の登録を行ないます。 
 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 
 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録を行ないます。 
 設定番号に１～１０を指定すると、起動設定領域と指定番号領域に登録を行ないます。 
  ※現在の設定が、指定した設定番号の設定に複写され、全設定番号の設定が登録されます。 
  ※設定番号１０で登録した設定は、簡易設定では０をプッシュすると復元できます。 
 
 ◆＆Ｚ 
  電話番号メモリーの参照変更を行ないます。 
 ・＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ 
  電話番号メモリーの変更を行ないます。 
 「ｍｍ」はメモリー番号（０～５９）、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する電話番号になります。 
 ・＆Ｚｍｍ？ 
  電話番号メモリーの参照を行ないます。 
 ・＆ＺＮ？ 
  最後に発生した信号の参照を行ないます。 
 ※「－」は無視します。 
 ※電話番号メモリーの扱いは、「ＡＴ！Ｇ」コマンドによるグループ番号によって変わります。 
   電話番号として扱うには、グループ番号を０～５にする必要があります。 

出荷時の設定では、メモリー番号０～９がグループ０、メモリー番号１０～１９がグループ１、２０～２９がグループ２、 
３０～３９がグループ３、４０～４９がグループ４、５０～５９がグループ５になります。 

 
 ◆＜ＣＲ＞のみを送る 
  トーンやＤＴＭＦ信号発生中に、＜ＣＲ＞のみを送り、信号発生を中止します。 
  ＜ＣＲ＞は、改行制御記号で、キャラクタ値は１３（１６進数表記：０ＤＨ）を示します。 
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■８ リザルトコード 
 シリアルインターフェースで、コマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します。 
 リザルトコードは、「ＡＴＸ」や「ＡＴＷ」コマンドで、返す文字が変わります。 
 各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 
 ＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 
 
 ◆ＯＫ 
  コマンドを受け付けたときに返します。 
 
 ◆ＥＲＲＯＲ 
  未定義のコマンドや、コマンドの値の範囲を外れていて、受け付けなかったときに返します。 
 
 ◆ＲＩＮＧ／ＳＲＮＧ 
  電話端末からのダイヤル認識を終了し、リングバックトーンの発生に移行する直前に返します。 
  「ＡＴＷ」コマンドによる書式選択によって「ＲＩＮＧ」か「ＲＩＮＧ ダイヤル認識結果」形式になります。 
  「ＡＴ！Ｎ」コマンドによる内線信号発生機能が有効であれば「ＳＲＮＧ」か「ＳＲＮＧ ダイヤル認識結果」形式になります。 
  ※電話番号メモリーのメモリー番号０に電話番号を登録すると、発信回線電話番号として扱い、認識結果はメモリー番号０の番号になります。 
   ただし、内線信号発生機能が有効で、内線発信を行った場合、認識結果はメモリー番号０の番号に「＊」が含まれるか否かで変わり、 

含まれていれば「＊」以降の番号になり、含まれていなければ電話端末からのダイヤル認識結果になります。 
 
 ◆ＣＯＮＮＥＣＴ 
  データモードに移行したときに返します。 
 
 ◆ＶＣＯＮ 
  電話端末からの呼出に応答したときと、呼出中に電話端末の応答を検知したときに返します。 
  「ＡＴＸ」コマンドによる書式選択（表８－１参照）によって「ＶＣＯＮ ・・・」形式に変わります。 
 
 ◆ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 
  呼出中止または通話の終了を行なったときに返します。 
  「ＡＴＸ」コマンドによる書式選択（表８－１参照）によって「ＢＵＳＹ ・・・」形式等に変わります。 
 
 ◆ＮＯＲＭＡＬ ＭＯＤＥ 
  Ｘ３以上で、ディップスイッチ変更時、シリアルインターフェース入出力状態で通常動作になったときに返します。 
 
 ◆ＳＥＴＵＰ ＭＯＤＥ 
  Ｘ３以上で、ディップスイッチ変更時、シリアルインターフェース入出力状態で設定モードになったときに返します。 
 
 ◆ＰＡＵＳＥ 
  Ｘ４で、ダイヤル認識中、ダイヤルポーズを検知したときに「ＰＡＵＳＥ： 検知時間」を返します。 
 
 ◆ＴＯＮＥ 
  Ｘ４で、ダイヤル認識中、ＤＴＭＦ信号を検知したときに「ＴＯＮＥ： 検知時間，低群周波数（低群レベル），高群周波数（高群レベル）」を返します。 
 
 ◆ＰＵＬＳＥ 
  Ｘ４で、ダイヤル認識中、パルスダイヤルを検知したときに「ＰＵＬＳＥ： ダイヤル速度，メーク率」を返します。 
 
 ◆ＡＮＬ 
  ＃ＶＴＡ１で、トーンやＤＴＭＦ信号を検知したときに「ＡＮＬ： 周波数１（レベル１），周波数２（レベル２）」を返します。 
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 ◆＜ＤＬＥ＞０、・・・、＜ＤＬＥ＞９、＜ＤＬＥ＞＊、＜ＤＬＥ＞＃、＜ＤＬＥ＞Ａ、＜ＤＬＥ＞Ｂ、＜ＤＬＥ＞Ｃ、＜ＤＬＥ＞Ｄ 
  ＤＴＭＦ信号を検知したときに、検知したＤＴＭＦ信号に対応するキャラクタを、＜ＤＬＥ＞を付加して返します。 
  電話端末からのダイヤル認識中は、ダイヤルパルスを検知したときも、パルス数に対応するキャラクタを、＜ＤＬＥ＞を付加して返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 
 ◆＜ＤＬＥ＞ｔ 
  電話端末のオフフックを検知したときに返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 
 ◆＜ＤＬＥ＞ｈ 
  電話端末のオンフックを検知したときに返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 
 ◆＜ＤＬＥ＞＜ＥＴＸ＞ 
  ＰＣＭデータ送付が終了したときに返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 ＜ＥＴＸ＞のキャラクタ値は３（１６進数表記：０３Ｈ）を示します。 

 
 ◆＜ＤＬＥ＞ｏ 
  受信バッファーがオーバーフローしたときに返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 
 ◆＜ＤＬＥ＞ｕ 
  ＰＣＭデータが、ＰＣＭデータの発生タイミングに間に合わなかった（アンダーラン）ときに返します。 
  前後にキヤリッジリターンキャラクタやラインフィードキャラクタは付加しません。 
 
 表８－１ リザルトコードと選択した書式の関係 

応答コード 内容 Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

ＯＫ ＡＴコマンドの正常実行 ○ ○ ○ ○ ○ 
ＥＲＲＯＲ ＡＴコマンドのエラー ○ ○ ○ ○ ○ 
ＲＩＮＧ／ＳＲＮＧ 呼出信号の検知 ○ ○ ○ ○ ○ 
ＣＯＮＮＥＣＴ データ通信の開始 ○ ○ ○ ○ ○ 
ＶＣＯＮ 通話の開始（呼出応答） ○ ○ ○ ○ ○ 
ＢＵＳＹ 通話の終了   ○ ○ ○ 
ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 呼出中止または通話の終了 ○ ○ ○   
ＶＣＯＮ ＦＵＮＣＴＩＯＮ 機能設定条件による通話の開始（呼出応答）    ○ ○ 
ＡＴＤ ＳＴＯＰ 「ＡＴＤ」コマンドで呼出中に何かの文字を受信した    ○ ○ 
ＢＵＳＹ ＤＴＲ ＯＦＦ ＤＴＲ ＯＦＦによる通話の終了    ○ ○ 
ＢＵＳＹ ＦＵＮＣＴＩＯＮ 機能設定条件による通話の終了    ○ ○ 
ＢＵＳＹ ＳＩＬＥＮＴ 指定時間内に音声が検知できなかった    ○ ○ 
ＢＵＳＹ ＮＯ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 指定時間内にコマンドの正常実行が行なわれなかった    ○ ○ 
ＮＯＲＭＡＬ ＭＯＤＥ 通常動作になった    ○ ○ 
ＳＥＴＵＰ ＭＯＤＥ 設定モードになった    ○ ○ 
ＰＡＵＳＥ ダイヤル認識中、ダイヤルポーズを検知した     ○ 
ＴＯＮＥ ダイヤル認識中、ＤＴＭＦ信号を検知した     ○ 
ＰＵＬＳＥ ダイヤル認識中、ダイヤルパルスを検知した     ○ 
ＡＮＬ トーンやＤＴＭＦ信号の解析を行った      

 ※応答コード「ＡＮＬ」はＸの値に関係なく、＃ＶＴＡの値が１のときのみ返すことがあります。 
 



 29

 
■９ ＤＴＭＦコマンド 
 ディップスイッチを設定モードにすると、電話端末からのプッシュボタン操作（ＤＴＭＦ信号）で設定変更が可能です。 
 コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 
 コマンド入力が有効な間は、無音になります。 
 コマンドの受付が正常に完了すると、「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 
 コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 
 ※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 
 ※ディップスイッチが通常動作時、設定用電話番号をダイヤルすることで、設定モードに移行することができます。 
 
 ◆ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 
  電話番号メモリーの変更を行ないます。 
 「ｇｇ」はメモリー番号、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する電話番号になります。 
 ※電話番号メモリーの扱いは、「＃６９ｍｍｉｉ＊」コマンドによるグループ番号によって変わります。 
出荷時の設定では、メモリー番号０～９がグループ０、メモリー番号１０～１９がグループ１、２０～２９がグループ２、 
３０～３９がグループ３、４０～４９がグループ４、５０～５９がグループ５になります。 

 例１）メモリー番号１８に「０８２７２４００８１」を登録する場合 
    １８１００８２７２４００８１ 
 例２）メモリー番号１８を削除する場合 
    １８００ 

 
 ◆６ｓｅｅｎｎ・・・ｎ 
  暗証番号の変更を行ないます。 
 「ｓ」は用途で、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する暗証番号になります。 
 用途番号０：簡易設定用、デフォルトは「４４４４」です。 
 用途番号１：詳細設定用、デフォルトは「９９９９」です。 
  ※「ｓ」に「０」を指定する場合でも、省略できません。 
 例１）簡易設定用暗証番号を「５６７８」に変更する場合 
    ＃６００４５６７８ 
 例２）詳細設定用暗証番号を削除する場合 
    ＃６１００ 
 
 ◆＃００１１ｂｂｂ＊ 
  ＤＴＭＦ信号発生時間の変更を行ないます。 
  範囲は７～２５５（０．０１秒単位）で、１０（０．１秒）がデフォルトです。 
  ※ＤＴＭＦ信号間のポーズ時間は、７～９で０．０６秒、１０以上は０．１秒になります。 
 
 ◆＃００２９ｂｂｂ＊ 
  無音切断タイマー設定時間の変更を行ないます。 
  通話中に、信号検知ができない状態が設定時間継続すると通話を終了します。 
  ０を指定すると、無音切断タイマーは、無効になります。 
  範囲は０～２５５（１０秒単位）で、０（無効）がデフォルトです。 
  ※雑音で音声検知状態になり、無音切断タイマーが働かないことがあります。 
   信号レベルが小さすぎると、信号検知ができないため、通話を終了してしまうことがあります。 
 例１）無音切断タイマー設定時間を６０秒に変更する場合 
    ＃００２９６＊ 
 例２）無音切断タイマーを無効に変更する場合 
    ＃００２９＊ 
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 ◆＃００３０ｂｂｂ＊ 
  非活動切断タイマー設定時間の変更を行ないます。 
  通話中に、有効なコマンド操作が行なわれない状態が設定時間継続すると通話を終了します。 
  ０を指定すると、非活動切断タイマーは、無効になります。 
  範囲は０～２５５（１０秒単位）で、０（無効）がデフォルトです。 
 例）非活動切断タイマー設定時間を１２００秒に変更する場合 
    ＃００３０１２０＊ 
 
 ◆＃００３３ｂｂｂ＊ 
  ＦＳＫマークビット送信時間の変更を行ないます。 
  ＦＳＫデータの変調前に、マークビット用周波数を指定時間、回線に重畳します。 
  範囲は０～２５５（０．０１秒単位）で、１０（０．１秒）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００３４ｂｂｂ＊ 
  ＦＳＫ送信タイムアウトの変更を行ないます。 
  変調するＦＳＫデータが無い状態が指定時間経過すると、ＦＳＫ送信を終了します。 
  ０を指定すると、コマンドモードに移行するまで送信状態になります。 
  範囲は０、４～２５５（０．０１秒単位）で、４（０．０４秒）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００５３ｂｂｂ＊ 
  回線電流２０ｍＡの調整値の変更を行ないます。 
  範囲は３９～５３（約１０～３０ｍＡ）で、４６（約２０ｍＡ）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００５４ｂｂｂ＊ 
 回線電流６０ｍＡの調整値の変更を行ないます。 
  範囲は６５～７７（約５０～７０ｍＡ）で、７０（約６０ｍＡ）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００５６ｂｂｂ＊ 
 マトリックス入力からの通話終了操作時間の変更を行ないます。 
  通話中に、「＊」キーを指定時間押し続けると、通話を終了します。 
  ０を指定すると、マトリックス入力からのダイヤル操作が無効になります。 
  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、３０（３秒）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００５７ｂｂｂ＊ 
 マトリックス入力からの設定モード切り替え時間の変更を行ないます。 
  待機中に、「＊」キーを指定時間押し続ける度に、設定モードと通常動作の切り替えを行います。 
  ０を指定すると、設定モードに切り替わりません。 
  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（切り替え無効）がデフォルトです。 
 
 ◆＃００５８ｂｂｂ＊ 
 電話端末呼出タイムアウトの変更を行ないます。 
  一旦、ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにし、開放してから指定時間内に電話端末が応答すると、通話状態にします。 
  ０を指定すると、ＧＮＤレベルになっている間のみ、電話端末が応答すると、通話状態にします。 
  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（０秒）がデフォルトです。 
  ※ＣＮ５の№２のデフォルトは、制御設定動作が電話端末呼出入力になっています。 
 
 ◆＃００５９ｂｂｂ＊ 
 ＫＢ－７５（オプション）の明るさの変更を行ないます。 
  照光式マトリックスキーボード（ＫＢ－７５）のＬＥＤに流す電流値を変えることができます。 
  １３：２ｍＡ、７７：４ｍＡ、１１５：６ｍＡ、１６６：８ｍＡ、１９２：１０ｍＡ（デフォルト）、 
２０５：１２ｍＡ、２１８：１４ｍＡ、２３０：１６ｍＡ、２４３：１８ｍＡ、２５５：２０ｍＡ 
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 ◆＃００８０ｂｂｂ＊ 
  電話端末の呼出中に、呼出信号（リング）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音種別の変更を行ないます。 
０：無音（デフォルト）、１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、 
３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号、４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号、５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 
 例１）呼出音を、４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号に変更する場合 
    ＃００８０１＊ 
 例２）呼出音を無音に変更する場合 
    ＃００８０＊ 
 
 ◆＃００８１ｂｂｂ＊ 
  電話端末の呼出中に、呼出信号（リング）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音出力レベルの変更を行ないます。 
 範囲は０～１５（０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、１０（－１０ｄＢｍ）がデフォルトです。 

 
 ◆＃００８２ｂｂｂ＊ 
  電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音種別の変更を行ないます。 
０：無音（デフォルト）、１：４００Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、２：５５０Ｈｚを１６Ｈｚで変調した信号、 
３：１ＫＨｚを１６Ｈｚで変調した信号、４：４００Ｈｚと５５０Ｈｚの交互信号、５：５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号 
 例１）呼出音を、５５０Ｈｚと１ＫＨｚの交互信号に変更する場合 
    ＃００８２５＊ 
 例２）呼出音を無音に変更する場合 
    ＃００８２＊ 
 
 ◆＃００８３ｂｂｂ＊ 
  電話端末からの呼出中に、電話端末への呼出音（リングバックトーン）で受話出力（ＡＦＯＵＴ）に出力する呼出音出力レベルの変更を行ないます。 
 範囲は０～１５（０ｄＢｍ～－１５ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、０（０ｄＢｍ）がデフォルトです。 

 
 ◆＃００８５ｂｂｂ＊ 
 信号検知レベルの変更を行ないます。 
  受話信号が設定レベルを超えると、信号検知状態になります。 
  範囲は０～１５（－３６ｄＢｍ～－５１ｄＢｍ、－１ｄＢｍ単位）で、６（－４２ｄＢｍ）がデフォルトです。 
 
 ◆＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 
  指定した信号発生時間番号の信号発生時間の変更を行ないます。 
 「ｋｋ」は信号発生時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する信号発生時間になります。 
 信号発生時間は、４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 
  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の変更を行ないます。 
 「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する信号発生周波数になります。 
 信号発生周波数は、３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３４００：３４００Ｈｚ 
 ※３２７６８を加えると、１／２の周波数になります。 
   例えば、１３３５に３２７６８を加えた、３４１０３で指定すると、６６７．５Ｈｚになります。 
  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃４３ｋｋｊｊ＊ 
  指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の変更を行ないます。 
 「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｊｊ」が変更する信号発生音量になります。 
 信号発生音量は、０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、３９：－３９ｄＢ 
  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
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 ◆＃４４ｕｕｕｕｕ＊ 
  制御入力極性の変更を行ないます。 
 「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

 
 ◆＃４５ｕｕｕｕｕ＊ 
  制御出力極性の変更を行ないます。 
 「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

 
 ◆＃４６ｄｄ＊ 
 内線信号発生機能の変更を行ないます。 
０：内線信号発生機能は無効、１０：内線信号発生機能は有効（外線「０」発信） 

 
 ◆＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 
  指定した制御時間番号の制御時間の変更を行ないます。 
 「ｋｋ」は制御時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する制御時間になります。 
 ○制御時間 
 制御時間は、倍率選択によって時間が変化します。 
 ×１の場合 １：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 
 ×１０の場合 １：１秒、２：２秒、・・・、６５５３５：約１８時間 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃４８ｋｋｓ＊ 
 指定した周波数番号の信号発生方法の変更を行ないます。 
「ｋｋ」は周波数番号（０～１５）、「ｓ」が変更する信号発生方法になります。 
信号発生方法は、０：周波数１と周波数２を合成（加算）、１：周波数１を周波数２で変調（乗算） 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃５０ｓ＊ 
  回線エコーキャンセル機能の変更を行ないます。 
  回線エコーキャンセル機能を有効にすると、送話入力（ＡＦＩＮ）の音声が、受話出力（ＡＦＯＵＴ）に洩れにくくなります。 
０：回線エコーキャンセル機能は無効（デフォルト）、１：回線エコーキャンセル機能は有効 

 
 ◆＃５１ｓ＊ 
 ナンバーディスプレイ機能の変更を行ないます。 
０：ナンバーディスプレイ機能は無効、１：ナンバーディスプレイ機能は有効 

 
 ◆＃５２ｑ＊ 
  トーン信号やＰＣＭデータ発生方向の変更を行ないます。 
  通話中のトーン信号やＰＣＭデータ発生方向を切り換えます。 
  ０：両方電話端末側（デフォルト）、１：トーン信号は受話出力（ＡＦＯＵＴ）側でＰＣＭデータ発生は電話端末側、 
  ２：トーン信号は電話端末側でＰＣＭデータ発生は受話出力（ＡＦＯＵＴ）側、３：両方受話出力（ＡＦＯＵＴ）側 
 ※オンフック（回線切断）中、設定に関係なく両方受話出力（ＡＦＯＵＴ）側になります。 
オフフック（回線接続）中、通話状態に移行するまでは、設定に関係なくトーン信号のみ電話端末側になります。 

 
 ◆＃５３ｑ＊ 
 ダイヤルスキップ機能の変更を行ないます。 
  ダイヤルスキップ機能を有効にすると、電話端末のオフフックで、直ちに通話状態に移行します。 
０：ダイヤルスキップ機能は無効（デフォルト）、１：ダイヤルスキップ機能は有効 
※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ディップスイッチを設定モードにしない限り、ＤＴＭＦコマンドでの設定はできなくなります。 
※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ナンバーディスプレイは、「サービス提供不可」を通知します。 
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 ◆＃５４ｓ＊ 
 ダイヤルパルス検知時間の変更を行ないます。 
０：代表的なＮＴＴ交換機の検知時間、１：代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間 

  ※代表的なＮＴＴ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓと２０ｐｐｓ何れも検知します。 
  ※代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓのみ検知します。 
 
 ◆＃５６ｑ＊ 
 回線極性反転機能の変更を行ないます。 
０：回線極性反転機能は無効、１：回線極性反転機能は有効 

 
 ◆＃５７ｑ＊ 
 第２ダイヤルトーンの変更を行ないます。 
  「１８４」か「１８６」をダイヤルした際、第２ダイヤルトーンの信号発生を行うか否かを指定します。 
０：第２ダイヤルトーンは無効、１：第２ダイヤルトーンは有効 

 
 ◆＃５８ｑ＊ 
 回線電流の変更を行ないます。 
０：約２０ｍＡ、１：約６０ｍＡ 

  ※１を指定していても、回線電圧が２０Ｖを超えると、２０ｍＡになります。 
 
 ◆＃５９ｑ＊ 
 無負荷回線電圧の変更を行ないます。 
０：約２４Ｖ、１：約４８Ｖ 

 
 ◆＃６０ｒｃｃ＊ 
 ＣＮ５の№４～№７に出力する制御入出力や回線情報選択の変更を行います。 
 「ｒ」は対象番号（省略不可）、「ｃｃ」が制御入出力や回線情報選択番号になります。 
 ○対象番号 
０：ＣＮ５の№４、１：ＣＮ５の№５、２：ＣＮ５の№６、３：ＣＮ５の№７ 

 ○選択番号 
１７：ＣＮ５の№２状態、１８：制御出力１８、１９：制御出力１９、２０：制御出力２０、２１：制御出力２１、 
２３：通話状態、２４：フック状態、２７：回線電流検知状態、２８：呼出信号出力状態、３１：回線極性、 
３２：コールプログレストーン発生状態、３３：ダイヤル認識状態、３４：呼出状態、３５：話中状態、 
３７：トーン信号発生状態、３８：１秒周期０．５秒間ＯＮ、３９：２秒周期１秒間ＯＮ 

  ※出荷時の設定では、ＣＮ５の№４が回線電流検知状態、ＣＮ５の№５が回線極性、ＣＮ５の№６が呼出信号出力状態で、 
   ＣＮ５の№７がコールプログレストーン発生状態になります。 
 
 ◆＃６１ｉｉ＊ 
 制御入出力（ＣＮ２）用途の変更を行います。 
  通常動作で使用する制御入出力（ＣＮ２）用途を指定します。 
０：８制御入力、１：№２～５は制御出力・№６～９は制御入力、２：№２～５は制御入力・№６～９は制御出力、 
３：８制御出力、４：マトリックス入力、１６：シリアルインターフェース入出力 
※ディップスイッチによる用途変更か、「＃９９＊」コマンドを行なわないと、実際のＣＮ２の用途は変わりません。 

 
 ◆＃６２ｑ＊  
 電話端末オンフック（回線切断）時の制御の変更を行ないます。 
  電話端末がオンフック（回線切断）した時に行なう追加処理を決めます。 
０：非制御（デフォルト）、１：登録済みの設定で復元を行ないます、２：全制御出力のリセットを行ないます、 
３：登録済みの設定で復元を行なうと共に、全制御出力のリセットを行ないます 
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 ◆＃６３ｐｐｕｕｕｕｓ＊ 
 制御入力状態変化応答時間の変更を行ないます。 
 「ｐｐ」は制御入力番号（０～２３）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する状態変化応答時間になります。 
 状態変化応答時間は、０：０ｍｓ、１：１０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分で、５（５０ｍｓ）がデフォルトです。 
  ※「ｐｐ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃６６ｂｂｂ＊ 
  受話出力（ＡＦＯＵＴ）ゲインの変更を行ないます。 
範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 
範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 

  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 
 
 ◆＃６７ｂｂｂ＊ 
  送話入力（ＡＦＩＮ）ゲインの変更を行ないます。 
範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 
範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 

  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 
 
 ◆＃６８ｓ＊ 
  マトリックス入力からのダイヤル方法の変更を行ないます。 
通常ダイヤルはマトリックス入力から電話番号を、メモリーダイヤルはメモリー番号を入力し、「＃」を押すと、電話端末の呼出を開始します。 
電話端末の応答前は、「＊」を押すと呼出を中止します。 
電話端末の応答後は、「＊」を設定時間（デフォルト３秒）押し続けると通話を終了します。 
０：通常ダイヤル（デフォルト）、１：メモリーダイヤル 

 
 ◆＃６９ｇｇｉｉ＊ 
 電話番号メモリーが属するグループの変更を行います。 
「ｑｑ」はメモリー番号（０～５９）、「ｉｉ」がグループ番号（０～１９）になります。 
グループ番号によって、電話番号メモリーの扱いが変化します。 
グループ０～１５：電話番号メモリー、グループ１７：間接メモリー、グループ１９：トーンデータメモリー 

  ※「ｇｇ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
  ※出荷時の設定では、グループ０がメモリー番号０～９、グループ１がメモリー番号１０～１９、グループ２がメモリー番号２０～２９、 

グループ３がメモリー番号３０～３９、グループ４がメモリー番号４０～４９、グループ５がメモリー番号５０～５９になります。 
  例）メモリー番号９をグループ３にする場合 
    ＃６９０９３＊ 
 
 ◆＃７０ｎｎ・・・ｎ＊ 
  時計の変更を行ないます。 
  書式は以下の３通りになり、「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
  １）「年月日」指定 
    ｙｙｙｙｍｍｄｄ 
    例）＃７０２０１００１０１＊ 
  ２）「年月日時分秒」指定 
    ｙｙｙｙｍｍｄｄｈｈｍｍｓｓ 
    例）＃７０２０１００１０１００００００＊ 
  ３）「時分秒」指定 
    ｈｈｍｍｓｓ 
    例）＃７０２３５９５９＊ 
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 ◆＃７１ｆｆｉｉ＊ 
  制御対象の動作の変更を行います。 
 「ｆｆ」は制御番号（００～４７）、「ｉｉ」が動作番号になります。 
 ○動作番号 
０：無制御、１：バイナリＤ１、２：バイナリＤ２、３：バイナリＤ３、４：バイナリＤ４、５：バイナリＤＶ、 
６：ワンプッシュ、７：ワンプッシュラッチ、８：メモリー照合ラッチ、９：メモリー照合遅延ラッチ、 
１０：アンサーバック、１１：受話出力音声再生、１２：オンフック、１３：オフフック、１４：オン／オフフック、 
１５：グループ通報Ａ、１６：グループ通報Ｂ、１７：タイマー照合ラッチ、１８：タイマー照合遅延ラッチ、 
１９：論理和（正論理）、２０：論理和（負論理）、２１：論理積（正論理）、２２：論理積（負論理） 

  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 ※動作番号１９～２２の変更は、ファームウェアバージョン１．６６から対応しています。 

 
 ◆＃７２ｆｆｑ＊ 
  制御設定を反映するイベントの変更を行います。 
 「ｆｆ」は制御番号、「ｑ」が変更する値になります。 
 ０：制御設定無効、１：受信した信号により制御設定を反映、２：制御入出力の変化により制御設定を反映、 
３：受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映 

  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃７４ｆｆｓ＊ 
  制御時間の倍率選択の参照変更を行います。 
 制御時間の倍率選択の変更を行います。 
「ｆｆ」は制御番号（０～４７）、「ｓ」が倍率選択になります。 
倍率選択は、０：×１、１：×１０で、全て０（×１）がデフォルトです。 

  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃７５ｆｆｈｈ＊ 
  制御設定で使用するパラメータＡの変更を行います。 
 「ｆｆ」は制御番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 
  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃７６ｆｆｈｈ＊ 
  制御設定で使用するパラメータＢの変更を行います。 
 「ｆｆ」は制御番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 
  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃７７ｆｆｂｂｂ＊ 
  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
「ｆｆ」は制御番号（００～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
 ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、５９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃７８ｆｆｂｂｂ＊ 
  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
「ｆｆ」は制御番号（００～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
 ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、５９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 
 
 



 36

 
 ◆＃７９ｆｆｂｂｂ＊ 
  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 
「ｆｆ」は制御番号（００～４７）、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 
 ０：メモリー№０、１：メモリー№１、・・・、５９：メモリー№７９、２５５：条件なし 
  ※「ｆｆ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 
 
 ◆＃８ｒｓ＊ 
  制御出力１８～２１のＯＮ／ＯＦＦ状態の変更を行います。 
 「ｒ」は対象番号（省略不可）、「ｓ」がＯＮ／ＯＦＦ状態になります。 
 対象番号は、０：制御出力１８、１：制御出力１９、２：制御出力２０、３：制御出力２１ 
 ＯＮ／ＯＦＦ状態は、０：ＯＦＦ状態、１：ＯＮ状態 
  例１）制御出力１８をＯＮ状態にする場合 
    ＃８０１＊ 
  例２）制御出力１８をＯＦＦ状態にする場合 
    ＃８０＊ 
 
 ◆＃８５ｂｂｂ＊ 
  デコードデータ桁間タイマーの変更を行ないます。 
  指定時間、ＤＴＭＦ信号を受信できないときに、デコードデータのクリアを行ないます。 
  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（無監視）がデフォルトです。 
 
 ◆＃８６ｂｂｂ＊ 
 制御出力オールリセットタイマーの変更を行ないます。 
  指定時間、ＤＴＭＦ信号を受信できないときに、制御出力オールリセットを行ないます。 
 範囲は０～２５５（１秒単位）で、０（無監視）がデフォルトです。 

 
 ◆＃８７ｊｊ＊ 
  ＤＴＭＦ信号の発生音量の変更を行ないます。 
範囲は０～２３（０ｄＢ～－２３ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、０（０ｄＢ）がデフォルトです。 

 
 ◆＃８８ｂｂｂ＊ 
  ＰＣＭデータ発生ゲインの変更を行ないます。 
範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 
範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 

  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 
 
 ◆＃９０＊ 
  出荷時の設定で復元を行ないます。 
 
 ◆＃９１ｄｄ＊ 
  現在の設定の登録を行ないます。 
 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 
 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録を行ないます。 
 設定番号に１～１０を指定すると、起動設定領域と指定番号領域に登録を行ないます。 
  ※現在の設定が、指定した設定番号の設定に複写され、全設定番号の設定が登録されます。 
  ※設定番号１０で登録した設定は、簡易設定では０をプッシュすると復元できます。 
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 ◆＃９９ｄｄ＊ 
  登録済みの設定で復元を行ないます。 
 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 
 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
 設定番号に１～１０を指定すると、指定番号領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
  簡易設定は、設定番号１～１０で復元を行い、設定番号０で登録（＃９１＊）を行うことを意味します。 
  ※簡易設定で０をプッシュした場合、設定番号１０で復元を行います。 
  ※電源投入時は、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 
  ※全設定番号の設定が読み出され、指定した設定番号の設定を、現在の設定に複写します。 
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■１０ 指定番号領域にコピー可能な設定について 
色々な電話端末を使用または評価する場合、電話端末毎に適切な設定を、予め設定番号１～１０に登録しておくと、 
ある程度まとめて設定を変更（表６－３を参照）することができます。 

 
 ○ＡＴコマンドによる変更 
  「ＡＴＺ 設定番号」コマンドを入力し、「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを入力します。 
  例）設定番号３に変更する場合 
    ＡＴＺ３＜ＣＲ＞ 
    ＡＴ＆Ｗ＜ＣＲ＞ 
 
 ○ＤＴＭＦコマンドによる変更 
電話端末を接続し、詳細設定用電話番号（デフォルト：９９９９）でダイヤルを行うと、詳細設定モードになりますので、 

  「＃９９ 設定番号」コマンドを入力し、「＃９１」コマンドを入力します。 
  ※ディップスイッチを設定モードにした場合、詳細設定用電話番号をダイヤルする必要はありません。 
  例）設定番号３に変更する場合 
    ＃９９３＊ 
    ＃９１＊ 
 
 ○簡易設定による変更 
電話端末を接続し、簡易設定用電話番号（デフォルト：４４４４）でダイヤルを行うと、簡易設定モードになり、 
第２ダイヤルトーン（ププププ）音が流れますので、変更したい設定「０」～「９」をダイヤルします。 

  設定が完了すると完了（ピー）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 
  設定が失敗（「＊」や「＃」をダイヤル）するとエラー（ブブブ）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 
  ※ダイヤルは、パルス式とプッシュ式、どちらでもできますが、ＡＴ＆Ｔ交換機にされると、日本のパルス式では失敗する可能性があります。 
  ※設定番号１～９は「１」～「９」をダイヤルし、設定番号１０は「０」をダイヤルします。 
 
 
 図１０－１ 登録済みの設定で復元（ＡＴＺまたは＃９９＊） 

起動設定領域（№０）

フラッシュメモリー

指定番号領域（№１）

指定番号領域（№２）

指定番号領域（№３）

指定番号領域（№４）

指定番号領域（№５）

指定番号領域（№６）

指定番号領域（№７）

指定番号領域（№８）

指定番号領域（№９）

指定番号領域（№10）

全てを

フラッシュメモリー

から復元

起動設定領域（№０）

作業メモリー

指定番号領域（№１）

指定番号領域（№２）

指定番号領域（№３）

指定番号領域（№４）

指定番号領域（№５）

指定番号領域（№６）

指定番号領域（№７）

指定番号領域（№８）

指定番号領域（№９）

指定番号領域（№10）

任意の指定番号

領域からコピー

設定操作

 
 



 39

 
 図１０－２ 現在の設定の登録（ＡＴ＆Ｗまたは＃９１＊） 

起動設定領域（№０）

作業メモリー

指定番号領域（№１）

指定番号領域（№２）

指定番号領域（№３）

指定番号領域（№４）

指定番号領域（№５）

指定番号領域（№６）

指定番号領域（№７）

指定番号領域（№８）

指定番号領域（№９）

指定番号領域（№10）

起動設定領域（№０）

フラッシュメモリー

指定番号領域（№１）

指定番号領域（№２）

指定番号領域（№３）

指定番号領域（№４）

指定番号領域（№５）

指定番号領域（№６）

指定番号領域（№７）

指定番号領域（№８）

指定番号領域（№９）

指定番号領域（№10）

設定操作

任意の指定番号

領域にコピー

全てを

フラッシュメモリー

に登録

起動設定領域（№０）

作業メモリー

指定番号領域（№１）

指定番号領域（№２）

指定番号領域（№３）

指定番号領域（№４）

指定番号領域（№５）

指定番号領域（№６）

指定番号領域（№７）

指定番号領域（№８）

指定番号領域（№９）

指定番号領域（№10）

任意の指定番号

領域にコピー

全てを

フラッシュメモリー

に登録

 
 ※コマンドによる全ての設定操作は、起動設定領域に対して行います。 
  指定番号領域は、起動設定領域にコピーしたり、起動設定領域からコピーしたりするだけです。 
 
 
 

表１０－１ デフォルトの信号発生時間（「ＡＴ！Ｅ」または「＃４１」コマンドで変更） 
信号発生時間番号 用途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 
００ ダイヤルトーン周期を指定 ０ ０ 
０１ ダイヤルトーン発生時間を指定 ０ ０ 
０２ リングバックトーン周期を指定 ３００ ６００ 
０３ リングバックトーン発生時間を指定 １００ ２００ 
０４ ビジートーン周期を指定 １００ １００ 
０５ ビジートーン発生時間を指定 ５０ ５０ 
０６ リング発生時間を指定 １００ １００ 
０７ リング休止時間を指定 ０ ０ 
０８ 内線ダイヤルトーン周期を指定 ５０ ５０ 
０９ 内線ダイヤルトーン発生時間を指定 ２５ ３０ 
１０ 第２ダイヤルトーン周期を指定 ２５ ２５ 
１１ 第２ダイヤルトーン発生時間を指定 １３ １３ 
１２ 未使用 ０ ０ 
１３  〃 ０ ０ 
１４ 内線リング発生時間を指定 ３０ ３０ 
１５ 内線リング休止時間を指定 ３０ ３０ 

  ※「周期－発生時間＝各繰り返し待ち時間」になります。（リングは除く） 
  ※周期と発生時間を０にすると、持続信号発生になります。（リングは除く） 
  ※（内線）リング休止時間に０以外を指定すると、リング発生時間はリング休止時間を挟んで、２回のみリング発生を行います。 
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表１０－２ デフォルトの信号発生周波数（「ＡＴ！Ｆ」または「＃４２」コマンドで変更） 
周波数番号 用途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ３５０ 
０１ ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ４４０ 
０２ リングバックトーン周波数１を指定 ４００ ４４０ 
０３ リングバックトーン周波数２を指定 １６ ４８０ 
０４ ビジートーン周波数１を指定 ４００ ４８０ 
０５ ビジートーン周波数２を指定 ０ ６２０ 
０６ リング周波数を指定 １６ ２０ 
０７ 未使用 ０ ０ 
０８ 内線ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ４８０ 
０９ 内線ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ６２０ 
１０ 第２ダイヤルトーン周波数１を指定 ４００ ４００ 
１１ 第２ダイヤルトーン周波数２を指定 ０ ０ 
１２ 未使用 ０ ０ 
１３  〃 ０ ０ 
１４ ＦＳＫ送信スペース周波数を指定 ２１００ ２１００ 
１５ ＦＳＫ送信マーク周波数を指定 １３００ １３００ 

  ※リング周波数（周波数番号０６）を高くすると、電圧が下がるとともに、歪が増えますので、２０Ｈｚ以下で指定して下さい。 
 

表１０－３ デフォルトの信号発生音量（「ＡＴ！Ｌ」または「＃４３」コマンドで変更） 
周波数番号 用途 設定番号１～４と１０ 設定番号５～８ 設定番号９

００ ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ １３ 
０１ ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ １３ 
０２ リングバックトーン周波数１の音量を指定 ２４ ３６ １９ 
０３ リングバックトーン周波数２の音量を指定 ７ ７ １９ 
０４ ビジートーン周波数１の音量を指定 ２４ ３６ ２４ 
０５ ビジートーン周波数２の音量を指定 ０ ０ ２４ 
０６ リング周波数の音量を指定 ４ ８ ４ 
０７ 未使用 ０ ０ ０ 
０８ 内線ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ ２４ 
０９ 内線ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ ２４ 
１０ 第２ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 １９ ２９ １３ 
１１ 第２ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ０ ０ １３ 
１２ 未使用 ０ ０ ０ 
１３  〃 ０ ０ ０ 
１４ ＦＳＫ送信スペース周波数の音量を指定 １５ ３２ １５ 
１５ ＦＳＫ送信マーク周波数の音量を指定 １５ ３２ １５ 

  ※リング周波数の音量（周波数番号０６）は、４（７０Ｖｒｍｓ）～１１（３２Ｖｒｍｓ）の範囲で指定して下さい。 
  ※信号発生方法（「ＡＴ！Ｑ」または「＃４８」コマンドで設定）に１を指定すると、周波数２の音量は変調率として扱います。 
   変調率は、表７－１の第八パラメータを指定します。 
 

表１０－４ デフォルトの内線信号発生機能（「ＡＴ！Ｎ」または「＃４６」コマンドで変更） 
設定番号１、２、５～７、９と１０ 設定番号３、４と８ 
０ １０ 
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表１０－５ デフォルトの制御時間（「ＡＴ！Ｏ」または「＃４７」コマンドで変更） 
制御時間番号 用途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ 発信時フッキング許容時間を指定 ２ ２ 
０１ 着信時フッキング許容時間を指定 ２０ ２０ 
０２ ダイヤル許容時間を指定 ２００ ２００ 
０３ 第２ダイヤル許容時間を指定 ２００ ２００ 
０４ ダイヤル桁間許容時間を指定 ４０ ３０ 
０５ 転極パルス発生時間を指定 ５ ５ 
０６ リング繰り返し待ち時間を指定 ２０ ２０ 
０７ ビジートーン制限時間を指定 ６００ ０ 
０８ 未使用 ０ ０ 
０９  〃 ０ ０ 
１０  〃 ０ ０ 
１１  〃 ０ ０ 
１２  〃 ０ ０ 
１３  〃 ０ ０ 
１４ 内線リング繰り返し待ち時間を指定 ２１ ２１ 
１５ 未使用 ０ ０ 

  ※ダイヤル後に「＃」をプッシュすると、ダイヤル桁間許容時間（制御時間番号０４）をキャンセルし、リングに移行します。 
  ※ビジートーン制限時間（制御時間番号０７）が経過すると、Ｈ＆Ｄ（ハイアンドドライ）に移行しますが、０を指定すると移行しません。 
 

表１０－６ デフォルトの信号発生方法（「ＡＴ！Ｑ」または「＃４８」コマンドで変更） 
周波数番号 用途 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 

００ ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 
０１ 未使用 ０ ０ 
０２ リングバックトーン信号発生方法を指定 １ ０ 
０３ 未使用 ０ ０ 
０４ ビジートーン信号発生方法を指定 ０ ０ 
０５ 未使用 ０ ０ 
０６  〃 ０ ０ 
０７  〃 ０ ０ 
０８ 内線ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 
０９ 未使用 ０ ０ 
１０ 第２ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ０ ０ 
１１ 未使用 ０ ０ 
１２  〃 ０ ０ 
１３  〃 ０ ０ 
１４  〃 ０ ０ 
１５  〃 ０ ０ 

 
表１０－７ その他のデフォルト 

設定項目 コマンド 設定値：０ 設定値：１ 
回線電流 「ＡＴ！ＶＣ」または「＃５８」 設定番号５～８ 設定番号１～４、９と１０ 
ダイヤルスキップ機能 「ＡＴ！ＶＤ」または「＃５３」 設定番号１～１０  
回線エコーキャンセル機能 「ＡＴ！ＶＥ」または「＃５０」 設定番号１～１０  
ナンバーディスプレイ機能 「ＡＴ！ＶＮ」または「＃５１」 設定番号１～４と６～９ 設定番号５と１０ 
ダイヤルパルス検知時間 「ＡＴ！ＶＰ」または「＃５４」 設定番号１～８と１０ 設定番号９ 
回線極性反転機能 「ＡＴ！ＶＲ」または「＃５６」 設定番号１～４と６～９ 設定番号５と１０ 
第２ダイヤルトーン 「ＡＴ！ＶＳ」または「＃５７」 設定番号９ 設定番号１～８と１０ 
無負荷回線電圧 「ＡＴ！ＶＶ」または「＃５９」 設定番号４ 設定番号１～３と５～１０ 

 
表１０－８ デフォルトの送話入力（ＡＦＩＮ）ゲイン（「ＡＴ＃ＳＰＫ１」または「＃６７」コマンドで変更） 

設定番号１～４、９と１０ 設定番号５～８ 
２４（０ｄＢ） ３１（－７ｄＢ） 
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■１１ 電話番号メモリーの用途 
 電話番号メモリーは、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）による非通知電話番号の照合に使用します。 
「ＡＴ＆Ｚ」または「ｇｇ」コマンドで、電話番号メモリーの追加変更ができます。 
 個々の電話番号メモリーにグループ番号が関連付けしてあり、グループ番号によって非通知理由が決まります。 
 出荷時の設定では、グループ０がメモリー番号０～９、グループ１がメモリー番号１０～１９、グループ２がメモリー番号２０～２９、 
グループ３がメモリー番号３０～３９、グループ４がメモリー番号４０～４９、グループ５がメモリー番号５０～５９になります。 
「ＡＴ！Ｇ」または「＃６９」コマンドで、グループ番号の変更ができます。 
例）電話番号メモリー№５０に「０８２７２４００８１」を登録し、そのグループ番号を４に変更する場合 
   「ＡＴ＆Ｚ５０＝０８２７２４００８１」または「５０１００８２７２４００８１」を入力します。 
   「ＡＴ！Ｇ５０＝４」または「＃６９５０４＊」を入力します。 
 「ＡＴＤ」コマンドで指定した電話番号と一致する電話番号メモリーに属するグループ番号によって、非通知理由が変わります。 
 電話番号が一致しても、メモリー番号０と一致したときや、グループ番号が１～４以外の場合は電話番号を通知します。 
 グループ番号１はユーザー拒否、グループ番号２はサービス提供不可、グループ番号３は公衆電話発信、グループ番号４はサービス競合を通知します。 
 ※メモリー番号００は発信回線電話番号として扱いますので、非通知電話番号の照合には使用しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■１２ トーンデータ書式 
 トーン信号の発生は、ＡＴコマンド入力とアンサーバック動作で行なうことができます。 
 
 ◆ＡＴコマンド入力でトーン信号を発生する場合 
 制御入出力（ＣＮ２）用途がシリアルインターフェース入出力のときは、ＡＴコマンド入力でトーン信号を発生できます。 
 「ＡＴ＃ＶＴＳ」コマンドのパラメータで、トーン信号を発生します。 

 
 ◆アンサーバック動作でトーン信号を発生する場合 
  アンサーバック動作の設定（制御動作についての項を参照）を行い、そのときに、「ＡＴ！Ｇ」または「＃６９」コマンドで、 
  メモリー内容をトーンデータとして扱うように変更すると、電話番号メモリーに登録を行ったトーンデータをアンサーバックできます。 
  予め、「ＡＴ＆Ｚ」または「ｇｇ」コマンドで、電話番号メモリーに、トーンデータの登録を行います。 
 
 ◆トーンデータ書式 
  以下に示す書式を、最大２８桁まで組み合わせて、一度に発生することができます。 
  トーンデータ書式は、ＤＴＭＦキャラクタの組み合わせですので、メモリー内容をトーンデータとして扱うように変更する必要があります。 
書式説明で、英小文字を使用しているメモリー番号については、表１２－１を参照し、メモリー番号を対応するトーンデータで入力します。 
また、ダイレクト書式での英小文字は‘ａ’と ‘ｏ’を除き、０’、‘１’～‘９’の範囲で英小文字の数分入力します。 
例えば、書式で‘ｆｆｆｆ’とある場合、指定値が１５０であれば、‘０１５０’になります。 
‘ａ’ と ‘ｏ’は、表１２－１を参照し、発生音量を対応するトーンデータで入力します。 
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  ・ミュート書式 
   指定時間無音になります。 
   ‘Ｄｔ’（ｔ：時間メモリー番号） 
  ・シングルトーン書式 
   指定時間、指定周波数を発生します。 
   ‘１ｔｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｆ：周波数メモリー番号） 
  ・デュアルトーン書式 
   指定時間、２つの指定周波数を合成して発生します。 
   ‘２ｔｆｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｆ：周波数メモリー番号） 
  ・シングルトーン繰り返し書式 
   指定周期（ｔ）で、指定時間（ｍ）、指定周波数を発生し、指定回数（ｒ）繰り返します。 
   指定回数（ｒ）は、‘１’～‘９’の範囲で指定します。 
   ‘３ｔｍｒｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｍ：時間メモリー番号、ｒ：繰り返し回数、ｆ：周波数メモリー番号） 
  ・ダイレクトシングルトーン繰り返し書式 
   メモリーを使用せず、直接、時間や周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 
   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ１ｆｆｆｆａ’  （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量） 
  ・ダイレクトデュアルトーン繰り返し書式 
   メモリーを使用せず、直接、時間や合成する２つの周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 
   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ２ｆｆｆｆａｆｆｆｆａ’ （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量） 
  ・ダイレクトモジュレーショントーン繰り返し書式 
   メモリーを使用せず、直接、時間や振幅変調する２つの周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 
   ２番目の‘ａ’と‘ｏ’は、表１２－２の組み合わせにする必要があります。 
   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ３ｆｆｆｆａｆｆｆｆａｏ’ （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量、ｏ：変調度） 
 
  表１２－１ トーンデータとメモリー番号及び発生音量の関係 

トーンデータ メモリー番号 発生音量 トーンデータ メモリー番号 発生音量 
‘Ｄ’ ０ ０ｄＢ ‘８’ ８ －８ｄＢ

‘１’ １ －１ｄＢ ‘９’ ９ －９ｄＢ

‘２’ ２ －２ｄＢ ‘０’ １０ －１０ｄＢ

‘３’ ３ －３ｄＢ ‘＊’ １１ －１１ｄＢ

‘４’ ４ －４ｄＢ ‘＃’ １２ －１２ｄＢ

‘５’ ５ －５ｄＢ ‘Ａ’ １３ －１３ｄＢ

‘６’ ６ －６ｄＢ ‘Ｂ’ １４ －１４ｄＢ

‘７’ ７ －７ｄＢ ‘Ｃ’ １５ －１５ｄＢ

 
  表１２－２ ‘ａ’ と ‘ｏ’の組み合わせ 

変 調 度 ‘ａ’ ‘ｏ’ 
８９％ ‘７’ ‘６’ 
８０％ ‘８’ ‘５’ 
７１％ ‘９’ ‘４’ 
５６％ ‘＊’ ‘３’ 
４０％ ‘Ｂ’ ‘２’ 

 
 例１２－１）ダイレクトシングルトーン繰り返し書式を用い、１秒周期で０．５秒間、１ＫＨｚのトーン発生を３回繰り返す場合 

  ‘＃３１０００５０１１０００Ｄ’ 
 例１２－２）ダイレクトモジュレーショントーン繰り返し書式を用い、３秒周期で１秒間、４００Ｈｚのトーン発生を、 

１６Ｈｚで８０％の振幅変調を行い８回繰り返す場合 
  ‘＃８３００１００３０４００Ｄ００１６８５’ 
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■１３ 組み合わせ信号の発生 
 ＤＴＭＦ信号やトーン信号の組み合わせを、アンサーバック動作で行なうことができます。 
 アンサーバック動作の設定（制御動作についての項を参照）を行い、そのときに、「ＡＴ！Ｇ」または「＃６９」コマンドで、 
 メモリー内容を間接として扱うように変更すると、電話番号メモリーに登録を行った電話番号メモリー番号列をアンサーバックできます。 
 予め、「ＡＴ＆Ｚ」または「ｇｇ」コマンドで、電話番号メモリーに、電話番号メモリー番号列の登録を行います。 
 ※電話番号メモリー番号列は、電話番号メモリー番号を２桁で表し、１４の電話番号メモリー番号を並べて登録できます。 
 例１４－１）電話番号メモリー№５０にＤＴＭＦ信号「１２３４」、電話番号メモリー№５１にトーン信号「＃１１００１００１１０４７Ｄ」を登録し、 

電話番号メモリー№５２で間接指定する場合 
  「ＡＴ＆Ｚ５０＝１２３４」または「５００４１２３４」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５０＝５」または「＃６９５０５＊」を入力します。（０～１５のグループ番号が使用できます） 
  「ＡＴ＆Ｚ５１＝＃１１００１００１１０４７Ｄ」または「５１１４＃１１００１００１１０４７Ｄ」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５１＝１９」または「＃６９５１１９＊」を入力します。 
  「ＡＴ＆Ｚ５２＝５０５１」または「５２０４５０５１」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５２＝１７」または「＃６９５２１７＊」を入力します。 
  ※アンサーバック動作時、ＤＴＭＦ信号（最も左の電話番号メモリー）から順に、信号の発生を行ないます。 
 
 表１３－１ 特殊な番号の指定と扱いの関係 
メモリー番号の値 扱い 
ｎ＊ 最も左にあると、以降の信号発生をｎ回繰り返します。（ｎ：１～９） 
９ｎ 定義済みトーンデータ書式№ｎとして扱い、トーン信号の発生を行ないます。（ｎ：０～５） 
９９ 通話の終了を行ないます。最も右にあるときは、繰り返しに影響しません。 

 ※メモリー№９９は、それ以前に、コマンド操作等で、信号発生のキャンセルを行なったときは、通話の終了は行ないません。 
 
 表１３－２ 定義済みトーンデータ書式 
メモリー番号の値 トーンデータ書式 音色 
９０ ＃３０３００１５１１０４７Ｄ ピピピ 
９１ ＃２０３００１５３１０４７Ｄ００１６７６ プルプルプル 
９２ ＃１１００１００１１０４７Ｄ ピー 
９３ ＃５０２００１０２０３１１４０９３３９ ブブブブブ 
９４ ＃３０５００１０１１０４７Ｄ ピッピッピッ 
９５ ＃１０１０００５１０９３３Ｄ プッ 
９６ ＃１１００１００３１０４７Ｄ００１６７６ プルルルル 

 
 例１３－２）例１４－１を、特殊な番号の指定に置き換える場合 
  「ＡＴ＆Ｚ５０＝１２３４」または「５００４１２３４」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５０＝５」または「＃６９５０５＊」を入力します。（０～１５のグループ番号が使用できます） 
  「ＡＴ＆Ｚ５２＝５０９２」または「５２０４５０９２」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５２＝１７」または「＃６９５２１７＊」を入力します。 
 
 例１３－３）例１４－２を、３回繰り返し、通話の終了を行う場合 
  「ＡＴ＆Ｚ５０＝１２３４」または「５００４１２３４」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５０＝５」または「＃６９５０５＊」を入力します。（０～１５のグループ番号が使用できます） 
  「ＡＴ＆Ｚ５２＝３＊５０９２９９」または「５２０８３＊４０９２９９」を入力します。 
  「ＡＴ！Ｇ５２＝１７」または「＃６９５２１７＊」を入力します。 
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■１４ 動作状態確認 
 出荷時の設定では、ＣＮ５の№４が回線電流検知状態、ＣＮ５の№５が回線極性、ＣＮ５の№６が呼出信号出力状態で、 
 ＣＮ５の№７がコールプログレストーン発生状態になっていますが、 
「ＡＴ！Ｄ」または「＃６０」コマンドで、別の動作状態出力に変更することができます。 

 
表１４－１ 選択番号と動作の関係 
選択番号 信号名 動作 
１６  常にＯＮ 
１７ 制御入力状態 制御入力（ＣＮ５の№２）をＧＮＤ（ＣＮ５の№３）に短絡している間ＯＮ 
１８ 制御出力１８ ＤＴＭＦ信号やコマンドによりＯＮ／ＯＦＦ 
１９ 制御出力１９           〃 
２０ 制御出力２０           〃 
２１ 制御出力２１           〃 
２２  常にＯＦＦ 
２３ 通話状態 通話中ＯＮ、待機中、ダイヤル中や呼出中はＯＦＦ 
２４ フック状態 電話端末のオフフック中ＯＮ 
２５  常にＯＦＦ 
２６  常にＯＦＦ 
２７ 回線電流検知状態 電話端末のオフフック中、回線電流が基準値を上回っている間ＯＮ 
２８ 呼出信号出力状態 電話端末に呼出信号（リング）を出力している間ＯＮ 
２９  常にＯＦＦ 
３０  常にＯＦＦ 
３１ 回線極性 回線の極性がリバース状態でＯＮ、ノーマル状態でＯＦＦ 
３２ コールプログレストーン発生状態 ４００Ｈｚのトーン信号を発生している間ＯＮ 
３３ ダイヤル認識状態 電話端末からのダイヤルを認識している間ＯＮ 
３４ 呼出状態 電話端末にリングバックトーンを発生している間ＯＮ 
３５ 話中状態 電話端末にビジートーンを発生している間ＯＮ 
３６  常にＯＦＦ 
３７ トーン信号発生状態 トーン信号発生中ＯＮ 
３８ １秒周期０．５秒間ＯＮ １秒周期でＯＮ／ＯＦＦ 
３９ ２秒周期１秒間ＯＮ ２秒周期でＯＮ／ＯＦＦ 
４０  常にＯＦＦ 
４１  常にＯＦＦ 
４２  常にＯＦＦ 
４３  常にＯＦＦ 
４４  常にＯＦＦ 
４５  常にＯＦＦ 
４６  常にＯＦＦ 
４７  常にＯＦＦ 

 
 ◇シリアルインターフェース入出力からの動作状態確認 
  「ＡＴＩ１０」と「ＡＴＩ１１」コマンドを使用すると、動作状態の確認が可能です。 
  ・「ＡＴＩ１０」は、選択№１６～№３１の動作状態を返します。 
  ・「ＡＴＩ１１」は、選択№３２～№４７の動作状態を返します。 
  ※若い選択番号順に、動作状態（ＯＮ：１、ＯＦＦ：０）を１６桁返します。 
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■１５ 制御動作のしくみ 
 本ユニットは、電話端末からの信号を解析し、制御出力毎に設定された条件に合致したときに、当該制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
また、制御入出力の状態を監視し、変化を検知したときに、メモリーの内容を信号に変換して発信を行います。 
解析可能な信号はＤＴＭＦ信号で、発生可能な信号は、トーン信号とＤＴＭＦ信号があります。 

 
 先ず、「ＡＴ！ＶＦ」または「＃６１」コマンドで、制御入出力（ＣＮ２）の用途を決めます。 
 デフォルトでは、通常動作はマトリックス入力になっています。 
シリアルインターフェース入出力に変更する場合、「ＡＴ！ＶＦ１６」または、「＃６１１６＊」を入力します。 

 
 表１５－１ 制御入出力用途番号と制御入出力（ＣＮ２）用途の関係 
制御入出力用途番号 制御入出力（ＣＮ２）用途 
０ №２～９は制御入力 
１ №２～５は制御出力・№６～９は制御入力 
２ №２～５は制御入力・№６～９は制御出力 
３ №２～９は制御出力 
４ マトリックス入力 
１６ シリアルインターフェース入出力 

 
 制御入出力（ＣＮ２の№２～９）は、それぞれ２箇所の制御番号に対応しています。 
これは、ＯＮ／ＯＦＦを行なう条件を、２種類登録できるようにするためで、何れかの条件に合致すればＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
例えば、「１＊」または「＃１１」でＯＮし、「１＃」または「＃１０」でＯＦＦにすることができます。 
制御入出力（ＣＮ２）の用途がシリアルインターフェース入出力では無効になりますが、動作状態は「ＡＴＩ９」コマンドで確認できます。 
 ※若い制御入出力番号順に、動作状態（ＯＮ：１、ＯＦＦ：０）を１６桁返します。 
 
 表１５－２ 制御番号と制御入出力の対応 
制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 
０ ＣＮ２の№２ ８  ２４ ＣＮ２の№２ ３２  
１ ＣＮ２の№３ ９  ２５ ＣＮ２の№３ ３３  
２ ＣＮ２の№４ １０  ２６ ＣＮ２の№４ ３４  
３ ＣＮ２の№５ １１  ２７ ＣＮ２の№５ ３５  
４ ＣＮ２の№６ １２  ２８ ＣＮ２の№６ ３６  
５ ＣＮ２の№７ １３  ２９ ＣＮ２の№７ ３７  
６ ＣＮ２の№８ １４  ３０ ＣＮ２の№８ ３８  
７ ＣＮ２の№９ １５  ３１ ＣＮ２の№９ ３９  

 
 表１５－３ 制御番号とマトリックス入力の対応 
制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 
０ ‘１’キー ８ ‘７’キー ２４ ‘１’キー ３２ ‘７’キー 
１ ‘２’キー ９ ‘８’キー ２５ ‘２’キー ３３ ‘８’キー 
２ ‘３’キー １０ ‘９’キー ２６ ‘３’キー ３４ ‘９’キー 
３ ‘Ａ’キー １１ ‘Ｃ’キー ２７ ‘Ａ’キー ３５ ‘Ｃ’キー 
４ ‘４’キー １２ ‘＊’キー ２８ ‘４’キー ３６ ‘＊’キー 
５ ‘５’キー １３ ‘０’キー ２９ ‘５’キー ３７ ‘０’キー 
６ ‘６’キー １４ ‘＃’キー ３０ ‘６’キー ３８ ‘＃’キー 
７ ‘Ｂ’キー １５ ‘Ｄ’キー ３１ ‘Ｂ’キー ３９ ‘Ｄ’キー 
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 表１５－４ 制御番号と動作状態の対応 
制御番号 信号名 制御番号 信号名 
１６  ４０  
１７ 制御入力状態 ４１ 制御入力状態 
１８ 制御出力１８ ４２ 制御出力１８ 
１９ 制御出力１９ ４３ 制御出力１９ 
２０ 制御出力２０ ４４ 制御出力２０ 
２１ 制御出力２１ ４５ 制御出力２１ 
２２  ４６  
２３ 通話状態 ４７ 通話状態 

 
 続いて、「ＡＴ！ＳＦ」または「＃７１」コマンドで、制御設定の変更を行います。 
 使用する信号により、使用できる制御設定が異なります。 
例えば、制御番号０がメモリー照合ラッチの場合、「ＡＴ！ＳＦ０＝８」または、「＃７１００８＊」を入力します。 

 
 表１５－５ 制御設定番号と制御設定動作の関係及び、対応可能な信号種別（×は対応不可） 
制御設定番号 制御設定動作 制御入力 ＤＴＭＦ信号 
０ 無制御 ○ ○ 
１ バイナリＤ１ × ○ 
２ バイナリＤ２ × ○ 
３ バイナリＤ３ × ○ 
４ バイナリＤ４ × ○ 
５ バイナリＤＶ × ○ 
６ ワンプッシュ／マトリックス入力単純エンコーダー × ○ 
７ ワンプッシュラッチ × ○ 
８ メモリー照合ラッチ × ○ 
９ メモリー照合遅延ラッチ／メモリー照合ワンショット × ○ 
１０ アンサーバック ○ ○ 
１１  × × 
１２ 電話端末の呼出を停止 ○ × 
１３ 電話端末の呼出を開始 ○ × 
１４ 電話端末の呼出を開始／停止 ○ × 
１５  × × 
１６  × × 
１７ タイマー照合ラッチ － － 
１８ タイマー照合遅延ラッチ／タイマー照合ワンショット － － 
１９ 論理和（正論理） － － 
２０ 論理和（負論理） － － 
２１ 論理積（正論理） － － 
２２ 論理積（負論理） － － 

 
 ◆無制御 
 不必要な制御番号を、無制御にし、誤動作を防止して下さい。 

 
 
 
 
 



 48

 
◆バイナリＤ１～Ｄ４動作 
 受信したＤＴＭＦ信号をバイナリ（下表参照）で出力します。 
 ＤＴＭＦ信号を受信しなくなっても、最後のＯＮ／ＯＦＦ状態を保持します。 

 
  表１５－６ ＤＴＭＦ信号と解析値及び、バイナリＤ１～Ｄ４の関係 

ＤＴＭＦ信号 解析値 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ ＤＴＭＦ信号 解析値 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 
‘Ｄ’ ０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘８’ ８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 
‘１’ １ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘９’ ９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 
‘２’ ２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘０’ １０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 
‘３’ ３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘＊’ １１ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 
‘４’ ４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘＃’ １２ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 
‘５’ ５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ａ’ １３ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 
‘６’ ６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｂ’ １４ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 
‘７’ ７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｃ’ １５ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

 
図１５－１ バイナリＤ１～Ｄ４動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）
制御出力

（ＣＮ２）

ＯＦＦ

バイナリＤ（１～４の何れか） ＯＮ

 
 
◆バイナリＤＶ動作 
 ＤＴＭＦ信号を受信している間ＯＮになります。 
  バイナリＤ１～Ｄ４の変化から、バイナリＤＶがＯＮするまでは、８ｍｓの遅延を入れています。 
 

図１５－２ バイナリＤＶ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）
制御出力

（ＣＮ２）

ＯＦＦ

ＤＴＭＦ信号検知中 ＯＮ遅延タイマ
８ｍｓ
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◆ワンプッシュ動作 
 特定のＤＴＭＦ信号を受信している間ＯＮになります。 
 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮするＤＴＭＦ信号の解析値（表１５－６参照）を指定します。 
例えば、制御№０がＤＴＭＦ信号‘１’の場合、「ＡＴ！ＳＢ０＝１」または、「＃７６００１＊」を入力します。 

 
図１５－３ ワンプッシュ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）
制御出力

（ＣＮ２）

ＯＮ

ＯＦＦＤＴＭＦ信号非検知

ＤＴＭＦ信号検知

 
 
◆マトリックス入力単純エンコーダー動作 
 マトリックス入力選択時、キーが押されている間、対応するＤＴＭＦ信号を発信します。 
 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、発生するＤＴＭＦ信号の解析値（表１５－６参照）を指定します。 

 
図１５－４ マトリックス入力単純エンコーダー動作と設定関係 

スキャナー
スキャン入出力

（ＣＮ２ №２～５）

スキャン入力

（ＣＮ２ №６～９）マトリックス
エンコーダー

変化応答タイマ
（ＡＴ！Ｉ／ #46）

ＤＴＭＦ
エンコーダー

回線信号出力 ＤＴＭＦコード
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

発生音量調節
（ＡＴ＃ＴＬ／ #87）

 
 
◆ワンプッシュラッチ動作 
 特定のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＮになり、保持し、それ以外のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＦＦになります。 
 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮを保持するＤＴＭＦ信号の解析値（表１５－６参照）を指定します。 
例えば、制御№０がＤＴＭＦ信号‘＊’の場合、「ＡＴ！ＳＢ０＝１１」または、「＃７６００１１＊」を入力します。 

 
図１５－５ ワンプッシュラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力 ＯＮ条件比較
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）
制御出力

（ＣＮ２）

ＯＮ

ＯＦＦ不一致

 
 
 
 
 
 



 50

 
◆メモリー照合ラッチ動作 
 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、ＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 
 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 
「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 
例えば、制御№０がメモリー№５１の値でＯＮ、メモリー№５０の値でＯＦＦさせる場合、 
「ＡＴ！Ｘ０＝５１」または、「＃７７００５１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝５０」または、「＃７８００５０＊」を入力します。 

 
図１５－６ メモリー照合ラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力 ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｘ／ #77）

一致

極性変更
（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

ＯＦＦ条件比較
（ＡＴ！Ｙ／ #78）

一致

制御出力

（ＣＮ２）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

ＯＮ／ＯＦＦ状態

ＯＮ

ＯＦＦ

 
 
◆メモリー照合遅延ラッチ動作 
 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、遅延してＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 
 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮする前の遅延時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＦＦする前の遅延時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 
「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 
例えば、制御№０がメモリー№５１の値でＯＮ、メモリー№５０の値でＯＦＦさせる場合、 
「ＡＴ！Ｘ０＝５１」または、「＃７７００５１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝５０」または、「＃７８００５０＊」を入力します。 

 
図１５－７ メモリー照合遅延ラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力 ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｘ／ #77）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

ＯＦＦ条件比較
（ＡＴ！Ｙ／ #78）

一致

制御出力

（ＣＮ２）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／ gg）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

遅延タイマ
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

遅延タイマ
（ＡＴ！ＳＡ／ #75）

ＯＮ

ＯＦＦ

制御時間
（ＡＴ！Ｏ／#47）

制御時間
（ＡＴ！Ｏ／#47）
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◆メモリー照合ワンショット動作 
 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、指定時間ＯＮを行ないます。 
 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＮする時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！Ｚ」または「＃７９」コマンドで、指定時間ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 
例えば、制御№０がメモリー№５１の値でＯＮ、制御時間№１２の値でＯＦＦさせる場合、 
「ＡＴ！Ｚ０＝５１」または、「＃７９００５１＊」を入力し、「ＡＴ！ＳＡ０＝１２」または、「＃７５００１２＊」を入力します。 

 
図１５－８ メモリー照合ワンショット動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー回線信号入力 ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｚ／ #79）
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極性変更
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制御出力

（ＣＮ２）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

遅延タイマ
（ＡＴ！ＳＡ／ #75）

ＯＮ

ＯＦＦ

制御時間
（ＡＴ！Ｏ／#47）

 
 
◆アンサーバック動作 
 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、エンコーダー動作を行ないます。 
 また、制御入出力の変化を検知したときに、エンコーダー動作を行なうようにできます。 
 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮのときにアンサーバックするメモリー番号を指定します。 
「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦのときにアンサーバックするメモリー番号を指定します。 
 「ＡＴ！Ｚ」または「＃７９」コマンドで、エンコーダー動作を起動するために照合するメモリー番号を指定します。 
例えば、制御№０がメモリー№５１の値でＯＮ、メモリー№５０の値でＯＦＦをアンサーバックさせ、 
メモリー№５２の値でエンコーダー動作を起動させる場合、「ＡＴ！Ｘ０＝５１」または、「＃７７００５１＊」、 
「ＡＴ！Ｙ０＝５０」または、「＃７８００５０＊」と、「ＡＴ！Ｚ０＝５２」または、「＃７９００５２＊」を入力します。 

 
図１５－９ アンサーバック動作と設定関係 
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図１５－１０ 制御入出力用途が制御入力の設定関係  図１５－１１ 制御入出力用途がマトリックス入力の設定関係 
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スキャン入出力
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エンコーダー

変化応答タイマ
（ＡＴ！Ｉ／ #46）

ＯＮ

ＯＦＦ

極性変更
（ＡＴ！Ｐ０ ／ #44）

制御入力

（ＣＮ２）

変化応答タイマ
（ＡＴ！Ｉ／ #46）

ＯＮ

ＯＦＦ

 
 
◆電話端末の呼出停止動作 
 制御入出力のＯＮを検知すると、電話端末の呼出停止を行います。 

 
◆電話端末の呼出開始動作 
 制御入出力のＯＮを検知すると、電話端末の呼出開始を行います。 

 
◆電話端末の呼出開始／停止動作 
 制御入出力のＯＮを検知すると、電話端末の呼出開始を行い、制御入出力のＯＦＦを検知すると、電話端末の呼出停止を行います。 
 通話中に制御入出力のＯＮからＯＦＦへの変化を検知すると、通話を終了します。 

 
◆タイマー照合ラッチ動作 
 時計の日時と、予めメモリーした値を照合し、合致した場合、ＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 
 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 
「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 
メモリー番号の値によって、ＯＮ／ＯＦＦする日時が決まります。 

 
 表１５－７ タイマー照合を行なうメモリー番号の値とＯＮ／ＯＦＦする日時の関係 
メモリー番号の値 ＯＮ／ＯＦＦする日時 
ｓｓ 毎分、指定秒になるとＯＮ／ＯＦＦ 
ｍｍｓｓ 毎時、指定分秒になるとＯＮ／ＯＦＦ 
ｈｈｍｍｓｓ 毎日、指定時刻になるとＯＮ／ＯＦＦ 
ｗｈｈｍｍｓｓ 毎週、指定した曜日の指定時刻になるとＯＮ／ＯＦＦ 
ｄｄｈｈｍｍｓｓ 毎月、指定した日の指定時刻になるとＯＮ／ＯＦＦ 

 ※ｗは、０：日、１：月、２：火、３：水、４：木、５：金、６：土 
 
例えば、制御№０がメモリー№５１の値でＯＮ、メモリー№５０の値でＯＦＦさせる場合、 
「ＡＴ！Ｘ０＝５１」または、「＃７７００５１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝５０」または、「＃７８００５０＊」を入力します。 

  ・メモリー№５１の値が「１２００００」で、メモリー№５０の値が「１３００００」のときは、１２時にＯＮ、１３時にＯＦＦします。 
 ・メモリー№５１の値が「１１２００００」で、メモリー№５０の値が「２１２００００」のときは、 
月曜日の１２時にＯＮ、火曜日の１２時にＯＦＦします。 

 ・メモリー№５１の値が「０１１２００００」で、メモリー№５０の値が「０２１２００００」のときは、 
毎月１日の１２時にＯＮ、２日の１２時にＯＦＦします。 

 
◆タイマー照合遅延ラッチ動作 
 時計の日時と、予めメモリーした値を照合し、合致した場合、遅延してＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 
 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 
 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮする前の遅延時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＦＦする前の遅延時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 
「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 
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◆タイマー照合ワンショット動作 
 時計の日時と、予めメモリーした値を照合し、合致した場合、指定時間ＯＮを行ないます。 
 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＮする時間（制御時間）番号を指定します。 
 「ＡＴ！Ｚ」または「＃７９」コマンドで、指定時間ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 

 
◆論理和／論理積動作 
  「ＡＴＩ９」や「ＡＴＩ１０」コマンドで返される制御入出力や回線情報のＯＮ／ＯＦＦ状態に対し、論理和または論理積を行います。 
  論理演算は３入力固定で、正論理はＯＮ状態を「１」ＯＦＦ状態を「０」とし、負論理はＯＮ状態を「０」ＯＦＦ状態を「１」とします。 
  「ＡＴ！Ｘ」、「ＡＴ！Ｙ」と「ＡＴ！Ｚ」または「＃７７」、「＃７８」と「＃７９」コマンドで、論理演算を行う選択番号を指定します。 
  論理和は３入力何れかの選択番号が「１」であればＯＮし、論理積は３入力全ての選択番号が「１」であればＯＮします。 
  例えば、呼出信号発生状態（選択番号２８）かコールプログレストーン発生状態（選択番号３２）がＯＮ状態で、 
  制御入出力のＣＮ２の№２をＯＮする場合、 
  「ＡＴ！ＳＦ０＝１９」または「＃７１００１９＊」コマンドで、論理和（正論理）の制御設定を指定します。 
  「ＡＴ！Ｘ０＝２８」または「＃７７００２８＊」コマンドで、呼出信号発生状態の選択番号を指定します。 
  「ＡＴ！Ｙ０＝３２」または「＃７８００３２＊」コマンドで、コールプログレストーン発生状態の選択番号を指定します。 
  「ＡＴ！Ｚ０＝３２」または「＃７９００３２＊」コマンドで、コールプログレストーン発生状態の選択番号を指定します。 
  ※３入力固定のため、使用しない入力は、同じ選択番号を指定して下さい。 
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 続いて、「ＡＴ！ＳＥ」または「＃７２」コマンドで、制御設定を反映するイベントの変更を行います。 
 信号解析を行なう制御設定番号０～１０は、「受信した信号により制御設定を反映」をしないと、有効になりません。 
 制御入出力変化の検知を行なう制御設定番号６、１０や１２～１４は、「御入出力の変化により制御設定を反映」をしないと、有効になりません。 
 制御設定番号１０のみ、「受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映」を使用することができます。 
 制御設定番号１７～２２は、制御設定を反映するイベントによる影響を受けません。 
例えば、制御番号０が受信した信号により制御設定を反映する場合、「ＡＴ！ＳＥ０＝１」または、「＃７２００１＊」を入力します。 

 
 表１５－８ 制御設定を反映するイベント番号と制御設定を反映するイベントの関係 
制御設定を反映するイベント番号 制御設定を反映するイベント 
０ 制御設定無効 
１ 受信した信号により制御設定を反映 
２ 制御入出力の変化により制御設定を反映 
３ 受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映

 
 表１５－９ 制御設定番号と制御設定動作の関係及び、対応可能なイベント（×は対応不可、－は無関係） 
制御設定番号 制御設定動作 イベント番号１ イベント番号２ イベント番号３ 
０ 無制御 ○ × × 
１ バイナリＤ１ ○ × × 
２ バイナリＤ２ ○ × × 
３ バイナリＤ３ ○ × × 
４ バイナリＤ４ ○ × × 
５ バイナリＤＶ ○ × × 
６ ワンプッシュ／マトリックス入力単純エンコーダー ○ ○ × 
７ ワンプッシュラッチ ○ × × 
８ メモリー照合ラッチ ○ × × 
９ メモリー照合遅延ラッチ／メモリー照合ワンショット ○ × × 
１０ アンサーバック ○ ○ ○ 
１１  × × × 
１２ 電話端末の呼出を停止 × ○ × 
１３ 電話端末の呼出を開始 × ○ × 
１４ 電話端末の呼出を開始／停止 × ○ × 
１５  × × × 
１６  × × × 
１７ タイマー照合ラッチ － － － 
１８ タイマー照合遅延ラッチ／タイマー照合ワンショット － － － 
１９ 論理和（正論理） － － － 
２０ 論理和（負論理） － － － 
２１ 論理積（正論理） － － － 
２２ 論理積（負論理） － － － 
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■１６ マトリクス入力について 
出荷時の設定では、ＣＮ２はマトリックス入力になっています。 
ＣＮ２にオプションのマトリックスキーボード（ＫＢ－７５）を接続すると、 
キーボード操作で電話端末からの呼び出しに応答することや、電話端末を呼出すことができます。 
・電話端末からの呼出しに対する応答方法 
電話端末からの呼出中は、「＊」を押すと応答し、通話状態になります。 

 ・電話端末の呼出し方法 
待機中に、電話番号またはメモリー番号を入力（省略可）し、「＃」を押すと、電話端末の呼出を開始します。 
※電話端末の応答前は、「＊」を押すと呼出を中止します。 
※通常ダイヤルとメモリーダイヤルの切り替えは、マトリックス入力からのダイヤル方法（「ＡＴ！Ｒ」または「＃６８」）の設定で変更します。 
※ナンバーディスプレイを使用しない場合、電話番号やメモリー番号は意味を持ちません。 

 ・電話端末との通話の終了方法 
通話中は、設定時間（デフォルト３秒）以上「＊」を押し続けると通話を終了し、電話端末に話中音（ビジートーン）を送ります。 
※通話中のキーボード操作は、電話端末にＤＴＭＦ信号を送ります。 
※設定時間は、マトリックス入力からの通話終了操作時間（「ＡＴＳ５６」または「＃００５６」）の設定で変更できます。 

 ・ＫＢ－７５特有機能 
  ＫＢ－７５は、照光式押しボタンスイッチを使用しています。 
  ＬＥＤドライブＩＣが高温になりますので、できれば金属スペーサーでシャーシに取り付ける等してご使用下さい。 
  デフォルトでは１０ｍＡになっていますが、ＫＢ－７５（オプション）の明るさ（「ＡＴＳ５９」または「＃００５９」）の設定で変更できます。 
  同様に、キーボード操作でも変更可能で、「０」と「１」を押しながら、「＊」を押す度に明るくなり、「＃」を押す度に暗くなります。 
  ただし、１０ｍＡを超える場合、電源電圧を下げる（図１６－１）必要があります。 
  ※「０」と「４」を押しながら、「＊」か「＃」を押すと、 

電話端末を呼出中の呼出音出力レベルの変更（「ＡＴＳ８１」または「＃００８１」と同等）を行なうことができます。 
  ※「０」と「５」を押しながら、「＊」か「＃」を押すと、 

電話端末から呼出中の呼出音出力レベルの変更（「ＡＴＳ８３」または「＃００８３」と同等）を行なうことができます。 
  ※「０」と「７」を押しながら、「＊」か「＃」を押す（±３ｄＢステップ）と、 

受話出力ゲインの変更（「ＡＴ＃ＳＰＫ０」または「＃６６」と同等）を行なうことができます。 
  ※「０」と「８」を押しながら、「＊」か「＃」を押す（±３ｄＢステップ）と、 

送話入力ゲインの変更（「ＡＴ＃ＳＰＫ１」または「＃６７」と同等）を行なうことができます。 
  ※「０」と「９」を押しながら、「＊」を押すと、現在の設定の登録（「ＡＴ＆Ｗ」または「＃９１＊」と同等）を行なうことができます。 
 
 

図１６－１ 降圧電源回路例 
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■１７ 電話端末呼出入力について 
 デフォルトでは、ＣＮ５の№２の制御設定動作は、電話端末呼出入力になっています。 
ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにしている間、電話端末を呼出す（呼出信号を発生する）ことができます。 
この間または、ＣＮ５の№２を開放してから設定時間（デフォルト０秒）内に、電話端末が応答（オフフック）すると、通話状態になります。 
設定時間は、電話端末呼出タイムアウト（「ＡＴＳ５８」または「＃００５８」）の設定で変更できます。 
通話中は、ＣＮ５の№２を開放すると、通話を終了します。 
※設定時間を変更し、設定時間内に通話状態になった場合、一旦ＣＮ５の№２をＧＮＤレベルにしてから開放することで、通話を終了します。 

 
■１８ 使用上の注意 
 ・電源は安定化されたものをご使用下さい。 
  電源の雑音が回線に影響する可能性があります。 
・本ユニットは、２線式電話端末設備用です。 

  ２線式電話端末設備以外に接続されますと、本ユニットや接続した機器が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 
・本ユニットと電話端末設備を離される場合、雑音が大きくなる可能性があります。 

  ＣＰＥＶかＫＰＥＶ（計装ケーブル）での配線を推奨いたします。 
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■１９ その他のＡＴコマンド 
 ここでご紹介するコマンドは、マニュアルの記述と矛盾するものです。 
 変更される場合は、充分なご検討をお願いいたします。 
 ※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 
 
 ◆！Ｋ 
  マトリックス入力（ＣＮ２）のスキャン方向を指定します。 
 ・！Ｋｓ 
  マトリックス入力（ＣＮ２）のスキャン方向の変更を行ないます。 
  ０：スキャン方向３→０、１：スキャン方向０→３（デフォルト） 
 ・！Ｋ？ 
  マトリックス入力（ＣＮ２）のスキャン方向の参照を行ないます。 
  ※０を指定すると、表５－３は、表１９－１になります。 
 
表１９－１ ＣＮ２ マトリックス入力 １０ピンコネクタ 
№ 信 号 名 備    考 
１ 電源出力 ＣＮ１に接続しています。 
２ スキャン入出力０ ＣＯＬ３｛Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ｝ 
３ スキャン入出力１ ＣＯＬ２｛３、６、９、＃｝ 
４ スキャン入出力２ ＣＯＬ１｛２、５、８、０｝ 
５ スキャン入出力３ ＣＯＬ０｛１、４、７、＊｝ 
６ スキャン入力４ ＲＯＷ３｛＊、０、＃、Ｄ｝ 
７ スキャン入力５ ＲＯＷ２｛７、８、９、Ｃ｝ 
８ スキャン入力６ ＲＯＷ１｛４、５、６、Ｂ｝ 
９ スキャン入力７ ＲＯＷ０｛１、２、３、Ａ｝ 
１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 
 ◆Ｓ２５７ 
  シリアルインターフェース通信速度を指定します。 
 ・Ｓ２５７＝ｂｂｂ 
  シリアルインターフェース通信速度の変更を行ないます。 
      ０：    ７５ｂｐｓ  １６：   １１０ｂｐｓ  ３２：  １５０ｂｐｓ  ４８： ３００ｂｐｓ 

６４：   ６００ｂｐｓ  ８０：  １２００ｂｐｓ  ９６： ２４００ｂｐｓ １１２： ４８００ｂｐｓ 
１２８：  ９６００ｂｐｓ １４４： １９２００ｂｐｓ １６０：３８４００ｂｐｓ １７６：５７６００ｂｐｓ 
１９２：１１５２００ｂｐｓ ２０８：２３０４００ｂｐｓ 

１９２（１１５２００ｂｐｓ）がデフォルトです。 
 ・Ｓ２５７？ 
  シリアルインターフェース通信速度の参照を行ないます。 
  ※電源を入り切りしないと反映されません。 
   通信速度を下げると、ＰＣＭデータのやり取りはできなくなります。 
 
 


